
令和７年度 第１回 甲賀市地域公共交通活性化協議会 次第 

 
                      ・日 時 令和７年５月１９日（月）  
                             １５：００ ～  
                      ・場 所 みなくるプラザ（鹿深ホール） 
                             
１ 開 会 
 
２ 会長あいさつ 
 
３ 報告事項 
・報告第１号 役員及び委員の選出について              資料１ 
       

４ 協議事項 

 ・第１号議案 令和６年度事業報告について              資料２ 

 

 ・第２号議案 令和６年度収支決算報告について            資料３ 

 

 ・第３号議案 令和７年度事業計画（案）について           資料４ 

 

 ・第４号議案 令和７年度収支予算（案）について           資料５ 

     

 ・第５号議案 令和８年度 地域間幹線系統国庫補助金の計画認定申請について                 

                                  資料６ 

・第６号議案 甲賀市地域公共交通計画の修正について         資料７ 

 

・第７号議案 公共交通を利用した体験学習等事業費補助金交付要領の制定 

について                       資料８ 

５ その他 

 

６ 閉会 



 

甲賀市地域公共交通活性化協議会について 

 
 本市では、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」（平成１９年法律第５９

号）の規定に基づく法定協議会である「甲賀市地域公共交通活性化協議会」を平成２

１年３月１３日に設置しました。 
 本協議会では、地域交通について総合的な検討を行い、関係者と合意形成を図りな

がら、本市にとって最適な公共交通を実現するため、実証実験や利用促進などを検討・

実施しております。 
 また、本協議会には分科会（自動車・運賃協議部会）を設置しており、本部会では道

路運送法の規定に基づく地域公共交通会議の機能を有しておりますことから、主にコ

ミュニティバスの路線再編やダイヤ改定、運賃改定等を運行事業者からの提案に基づ

いて協議いただくこととなっております。 
 



【報告第１号】 役員及び委員の選出について 
 

資料１ 

役員及び委員の選出について 
 
１．委員の選出について 

本協議会の任期は２年間であり、今年度は改選年度となります。 

本年度より、新しく２名に委員委嘱させていただきます。また、当協議会に長年ご尽力い

ただきました「ゆうゆう甲賀クラブ」は、組織が解散したため、今年度から委員の委嘱はご

ざいません。 

なお、４ページに令和７年度協議会委員一覧を記載しておりますが、甲賀市ＰＴＡ連絡協

議会は、現時点で委員が未確定であるため、名簿氏名に「未定」と表記しております。 

●今年度より新しく委嘱する委員    

 ・学識経験を有する者（要綱第４条６項の２） 

   大谷大学社会学部コミュニティデザイン学科  講師 野 村  実 委員  

 ・関係する団体（要綱第４条６項の４） 

（一社）甲賀市観光まちづくり協会  会長 小 山  剛 委員 

甲賀市地域公共交通活性化協議会設置要綱（抜粋） 

（組織） 

第４条 協議会は、会長、副会長及び委員をもって組織する。 

６ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

（１） 関係行政機関の職員 

（２） 学識経験を有する者 

（３） 市民又は市内公共交通の利用者 

（４） 関係する公共交通事業者、団体、道路管理者その他交通計画に定めようとする事業

を実施すると見込まれる者が指名する者 

（５） 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体が指名する者 

（６） 市職員 

（７） 前各号に掲げる者のほか、協議会の運営上必要と認められる者 

（任期） 

第５条 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

２ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

２．役員の選出について 

設置要綱第４条に基づき、会長は甲賀市副市長を充て、昨年度同様、副会長は甲賀市建設

部より、また監査委員は、甲賀市区長連合会・甲賀市商工会より推薦いただいた委員に依頼

させていただきます。 

・会 長    甲賀市 副市長     伴  孝史     

・副会長    甲賀市 建設部     藤橋 克志     

  ・監査委員   甲賀市商工会      吉川 徹   委員 

甲賀市区長代表     丸山 謙次  委員 

 １ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３．分科会委員の選出について 

 設置要綱第９条の規定により、協議会の業務を円滑に行うため、協議会に分科会を設置い

たします。各分科会の部会委員については４ページのとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 自動車部会員 

下記の規定に基づき、４ページ記載の委員名簿のとおりとさせていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

甲賀市地域公共交通活性化協議会自動車部会規程（抜粋） 
（組織） 

第４条 部会は、部会長及び部会委員をもって組織する。 
２ 部会長は、協議会会長が指名する。 
４ 部会委員は、次に掲げる者のうちから協議会会長が指名する。 

（１）国及び県における公共交通に関係する行政機関の職員 
（２）地域における公共交通に関係する諸団体及び利用者の代表者 
（３）関係バス事業者 
（４）一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体が指名する者 
（５）公共交通に関係する部署の市の職員 
（６）前各号に掲げるもののほか、市長が適当と認める者 

甲賀市地域公共交通活性化協議会設置要綱（抜粋） 
(組織) 

第４条 協議会は、会長、副会長及び委員をもって組織する。 
２ 会長は、副市長をもって充てる。 
４ 副会長は、委員の中から会長が指名する。 

(監査) 
第１２条 協議会に監査委員を2人置く。 
２ 監査委員は、委員の中から会長が指名する。 

甲賀市地域公共交通活性化協議会設置要綱（抜粋） 
（分科会） 
第９条 第３条各号に掲げる事項について協議会の業務を円滑に行うため、協議会に分

科会を置くことができる。 
２ 分科会の種類は、次に掲げるとおりとする。 
（１） 道路運送法施行規則（昭和２６年運輸省令第７５号）第４条第２項に規定する

地域公共交通会議として設置される自動車部会 
（２） 道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）第９条第４項に規定する協議会とし

て設置される運賃協議部会 
（３） その他機動的に特定の課題を調査研究するために設置される部会 
３ 分科会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 
 

２ 



 

 
②運賃協議部会員 

 下記の規定に基づき、４ページ記載の委員名簿のとおりとさせていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

甲賀市地域公共交通活性化協議会運賃協議部会規程（抜粋） 
（組織） 
第４条 部会は、部会長及び部会委員をもって組織する。 
２ 部会長は、協議会会長が指名する。 
３ 部会長は、部会を代表し、その会務を総括する。 
４ 部会委員は、次に掲げる者のうちから協議会会長が指名する。 
（１） 国における当該路線を管轄する行政機関の職員 
（２） 地域における公共交通に関係する諸団体及び利用者の代表者 
（３） 運賃を定めようとする一般乗合旅客自動車運送事業者 
（４） 運賃を定めようとする路線をその区域に含む県および市職員 
 

３ 



 

令和７年度 甲賀市地域公共交通活性化協議会委員 

 

機 関 及 び 団 体 名 職　　名 氏　　名

甲 賀 市 副 市 長 伴 孝 史

甲 賀 市 建 設 部 理 事 藤 橋 克 志

【委員】

分　　野 機 関 及 び 団 体 名 職　　名 氏　　名 自動車部会
運賃協議

部会
備　考

1 所 管 運 輸 行 政 国土交通省近畿運輸局滋賀運輸支局
首席

運輸企画専門官
喜多畑 敦嗣 〇 〇

1 広 域 交 通 行 政 滋 賀 県 土 木 交 通 部 交 通 戦 略 課 参　事 福 島 森 〇

1 道 路 管 理 者 滋 賀 県 甲 賀 土 木 事 務 所 次　長 石 田 勝 也 〇

1 所 管 警 察 （ 交 通 ） 滋 賀 県 甲 賀 警 察 署 交 通 課 交通課長 宮 﨑 泰 行 〇

2 学 識 経 験 者 龍 谷 大 学 文 学 部 歴 史 学 科 教　授 井 上 学 〇

2 学 識 経 験 者 大谷大学社会学部コミュニティデザイン学科 講　師 野 村 実 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 区 長 代 表
土山地域区長会

副会長
丸 山 謙 次 〇 〇 監査委員

3 市 民 代 表 甲 賀 市 身 体 障 害 者 更 生 会 副会長 岩 田 孝 之 〇

3 市 民 代 表 甲 賀 市 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会 未 定 〇

3 関 係 団 体 （ 福 祉 ） 社会福祉法人甲賀市社会福祉協議会 地域福祉課長 大 谷 喜 久 〇

3 関 係 団 体 （ 商 工 ） 甲 賀 市 商 工 会 事務局長 吉 川 徹 〇 〇 監査委員

3 関 係 団 体 （ 観 光 ） 一般社団法人甲賀市観光まちづくり協会 会　長 小 山 剛 〇

4 鉄 道 事 業 者
西 日 本 旅 客 鉃 道 株 式 会 社
近 畿 統 括 本 部 京 滋 支 社

室　長 池田 奈津子

4 鉄 道 事 業 者 近 江 鉄 道 株 式 会 社 執行役員鉄道部長 松本 康一郎

4 鉄 道 事 業 者 信 楽 高 原 鐵 道 株 式 会 社 代表取締役社長 正木 仙治郎

4 バ ス 協 会 一 般 社 団 法 人 滋 賀 県 バ ス 協 会 専務理事 野 村 義 明 〇

4 タ ク シ ー 協 会 一般社団法人滋賀県タクシー協会 専務理事 松 尾 武 文 〇

4 一 般 乗 合 滋 賀 バ ス 株 式 会 社 企画課 西 岡 幸 大 〇 〇

4 一 般 乗 合 株式会社シガ･エージェントシス テム 代表取締役 松 岡 政 敏 〇 〇

4 一 般 乗 合 帝 産 湖 南 交 通 株 式 会 社 運輸部長 新 幸 雄 〇 〇

5
一般旅客自動車運送事業者の事業用

自動車の運転者が組織する団体
私 鉄 労 働 組 合 滋 賀 県 協 議 会 幹　事 粂 隆 太 郎 〇

6 一 般 乗 用 滋 賀 タ ク シ ー 株 式 会 社 業務課長 山 本 義 行 〇 〇

6 一 般 乗 用 株 式 会 社 た ぬ き タ ク シ ー 取締役 林 輝 彦 〇

6 一 般 乗 用 株式会社ビジ ネス サー ビス 滋賀 営業部長 大 伴 裕 二 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 総 合 政 策 部 次　長 山 本 典 彦 〇 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 市 民 環 境 部 次　長 前 田 三 嗣 〇 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 産 業 経 済 部 次　長 伊 東 正 樹 〇 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 健 康 福 祉 部 次　長 村 田 稔 明 〇 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 教 育 委 員 会 事 務 局 次　長 小 島 靖 弘 〇 〇

7 甲 賀 市 職 員 甲 賀 市 建 設 部 次　長 薄 井 寛 喜 〇 〇

理事員 小 國 勝 正

課　長 中 村 正 太 事務局長

課長補佐 濱 邊 孝 司

係　長 藤 川 卓 磨

主　査 田 中 亮 平

主　査 橋 本 直 樹

主　査 野 口 功 貴

主　事 垣 山 聖

副 会 長 分科会部会長

事務局 甲 賀 市 建 設 部 公 共 交 通 推 進 課

(敬称略)

役　職 備　考

会　　長

４ 



《第１号議案》令和６年度事業報告について 

1 
 

資料２ 

令和６年度事業報告 

「甲賀市地域公共交通計画」の基本理念のもと、目標を達成するために抽出した１０の課題

をクリアするために定めた４つの基本方針に基づく１５の事業を実施しました。 

≪計画の基本理念≫ 

環境未来都市へ 人と自然の豊かさを創る 甲賀の地域公共交通 

～ 次世代へ みんなで創り 使って 育て 暮らしの一部に ～ 

 

 



《第１号議案》令和６年度事業報告について 

2 
 

 

※以下、青字で記載している事業は、協議会で経費支出した事業ではなく、市が負担しているが、  

一般会計での支出もしくは他団体が主体となり実施した事業です。 

基本方針１ 「住み続けたいまちを支える」広域幹線網の利便性の確保と利用促進 

・・・主に、ＪＲ草津線等の利用促進を図ります。 

① まちづくりと連携した交通結節機能の整備 

貴生川駅をはじめ、主要駅の利便性と快適性を向上する取り組みを実施しました。 

・貴生川駅周辺整備基本構想に基づく社会実験の実施 

  

 

② ＪＲ草津線の利用促進と利便性向上 

  県や沿線自治体で組織する「滋賀県草津線複線化促進期成同盟会」による取り組み実施や、本

市独自に JR と連携しながら、その利用促進や利便性向上、地域活性化に取り組みました。 

 ◆滋賀県草津線複線化促進期成同盟会による主な取り組み 

    ・レンタサイクルの配備（貴生川駅～油日駅の各駅） 

    ・園児・児童体験学習運賃補助事業 

    ・ＳＮＳ（Instagram・Facebook）による情報発信 

    ・車掌による沿線紹介アナウンスの実施 

    ・勉強会、意見交換会への参加（２回） 

    ・草津線沿線企業へ公共交通を利用した通勤の啓発等（市内３社とモニター転換実施） 

    ・草津線を対象とした「フォトコンテスト」の開催（３７０点応募） 

    ・こども ICOCA 普及促進事業（７４名申請。作成者に２,０００円分の図書カードを進呈） 

 

◆甲賀市独自の取り組み 

    ・ICOCA チャージキャンペーン 

・・・市民交流駅４駅で５,０００円以上チャージした場合に 

オリジナルグッズ（右写真参照）を進呈（先着５００個） 別紙１  

    ・アニメ「忍ばない！クリプトニンジャ咲耶」とコラボし、市内各駅を対象とした 

     スタンプラリーを実施（最終参加者２０７名） 別紙２  

  



《第１号議案》令和６年度事業報告について 

3 
 

 

・「甲賀五十三家おもてなし忍者隊」とコラボし、甲賀駅～ 

油日駅間を乗車する利用促進イベント「忍者で GO」を 

開催（２日間計４回、約５０人参加）  別紙３  

 

・草津線等を活用した観光周遊事業 

観光まちづくり協会に発注し、各種周遊イベントを実施。 

 

 

・２次交通の改善（コミバス） 

    工業団地、通学利用が多い路線の増便、拡充等により利便性向上 

  ・JR 草津線利用促進・利便性向上検討調査業務委託（R5 繰越） 

     リニア新幹線影響評価、利用者アンケート、利用者将来予測、利用促進策の検討 

 

◆公共交通利用促進補助事業 

・駅前活性化実証事業・・・うしかい田んぼアート実行委員会/甲賀駅を育てる会へ補助 

     ・運賃補助事業・・・各種団体、小中学校へ運賃を補助（５３件、約１,２４０千円を補助） 

 

③ 近江鉄道の利用促進と安全運行の確保 

施設整備等に負担金を支出するほか、県や沿線自治体と連携して利用促進や利便性向上、地

域活性化に取り組みました。 

     ・沿線学校、企業への利用促進啓発、ガチャフェスの実施    など 

    

 

 

 

 

 

 



《第１号議案》令和６年度事業報告について 
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基本方針２  「地域の暮らしを守る」地域間幹線・支線の維持と効率化 

・・・コミバス、コミタクの改善・ダイヤ改正、信楽高原鐵道の利用促進に取り組みます。 

 

④ コミバス・コミタクの再編 

運転手不足、２０２４年問題への対応、利用状況に応じた効率化および市民等からの意見を

参考に、利便性の向上に取り組みました。 

◆主な改正内容 （詳細は、別紙４ 参照） 

・運転手不足、労働時間改善基準告示の改正に 

対応するため、便あたり利用者数が著しく   

少ない便や重複する区間を運行する便等を減便 

  ・JR貴生川駅での草津線接続利便を向上するため、 

ダイヤを改善 

・土山地域において廃止となるコミバスの代わりの 

移動手段として、「甲賀流公共ライドシェア」を導入 

（詳細は、別紙５ 参照。４月１か月で約４００名利用） 

    

⑤ 信楽高原鐵道の安定経営と安全運行および利便性の確保 

第三種鉄道事業者として、安全を最優先に施設の修繕や改良を行いました。また、信楽高原

鐵道株式会社と連携して利用促進に取り組みました。 

 ・社会資本整備総合交付金を活用した施設整備 

 ・地域と連携した利用促進 

…夢の学習と連携した鉄道見学(３回、約５０名)、 

季節に応じた車内装飾、団体観光誘客 

・昔の鉄道やバスの写真を展示する「甲賀市公共 

交通の歩み 写真展」を期間限定で共同開催  別紙６ 

   

  ・近江鉄道「ガチャフェス」開催日に連携事業として、「信楽高原鐵道文化祭」を開催 

  ・甲賀市制施行２０周年を記念した、市内鉄道全駅の記念硬券を連携販売 別紙７ 
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⑥ 乗り継ぎ環境・接続性の改善 

利便性、快適性の向上を図るため、駅やバス停の待合環境の整備や JR との接続利便を改善しま

した。 

・田村神社バス停、水口西部コミセンバス停の改修 

   

・待合ベンチの整備           ・トリックアートの設置（寺庄駅） 

      

 

⑦ 人と環境にやさしい車両・施設等の整備 

老朽化したバス車両を低床車両に更新（２両）したほか、心のバリアフリーとして小学生向けに交

通環境学習を実施しました。 

・小学校での車いす体験           
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基本方針３  「環境未来都市へ」利用しやすく使いたくなるサービスの展開 

・・・ICT を活用し利便性を向上します。また、過度な自動車利用からの転換を図り、人    

と環境にやさしい移動手段を選択するための取り組みを進めます。 

⑧ わかりやすい情報提供 

・甲賀市公共交通連携時刻表の作成【令和７年４月１日改定分】 

発行部数  エリア版    6,500 部（Ｂ3 判 カラー 4～8 ページ） 

          ポケット版  16,000 部（ポケット版 カラー 71 ページ） 

配 布 先  各センター等の公共施設、市内有人駅等に設置 

 

・運行情報確認サービスの提供、ホームページでの時刻表掲載 

 

・パンフレットラックの整備 

     

⑨ ICT 等を活用した利便性向上  

・デジタル定期券システム（コミュニティバス４９件・信楽高原鐵道２８件） 

 専用の「ＲYＤＥ ＰＡＳＳ」アプリをダウンロードすることで、「定期券」や「フリー乗車券」をスマホ

等で購入でき、キャシュレス決済にも対応  
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 ・スマートバス停の設置 

   主要バス停に、運行時間や運行情報（走行位置、混雑情報）が確認できるデジタルサ   

イネージを設置 

   貴生川駅・近江土山・甲賀病院・甲賀市役所（庁舎側）・・・デジタルサイネージのみ 

  甲賀市役所（西友側）・・・屋根付待合所、デジタルサイネージ 

    貴生川駅改札前にデジタルサイネージを新しく設置 

      

道の駅「あいの土山」に設置するデジタルサイネージを購入。道の駅改修工事終了後、供用開   

始予定 

 

⑩周遊性を高めるための利用促進 

上記利用促進事業を参照 

 

⑪ モビリティマネジメントの実施 

市民の公共交通利用促進への意識を醸成するため、「公共交通のまち」を市内外に広くPR 

するためのグッズ作成や、市制施行２０周年を契機としたイベント開催、各種イベント会場

でのPRおよび将来を担う子どもたちへの利用促進を実施しました。 

  ・甲賀市制施行２０周年を記念した、市内鉄道全駅の記念硬券を販売（再掲） 
（５００部作成・４８０部販売）  別紙７  
・両市の市制施行２０周年を記念し、湖南市とコラボして甲賀市湖南市のコミバスフリー  
乗車券を販売 別紙８  

 

 

 

 

・市内主要駅や甲賀市役所バス停等に、昔の鉄道やバスの写真を展示する「甲賀市公共交通の 

歩み 写真展」を期間限定で開催（再掲）  別紙６  

 

・草津市の商業施設「エイスクエア」にて、甲賀市の交通に関するブースを設け、PR を実施 

（令和７年９月２１日～２３日） 
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・こうかエキスポ 2024 において、電動トゥクトゥク等の乗車体験、交通に関するブースを設け、PR  

を実施（令和７年９月２９日） 

   
 

 ・京都鉄道博物館において、甲賀市内の公共交通機関を 

PR する期間限定ブースを設置（令和７年１１月９日～１０日） 

 

・「公共交通のまちこうか」を PR するためのグッズ作成 

 

 

 

 

 

 

                       

・県と連携した交通環境学習の実施 

公共交通に関心を持ち、短期的な利用につなげるとともに、将来的な利用に結び付けるこ   

とを目的に、小学生を対象として、環境にやさしい公共交通についての学習を実施しました。 

（Ｒ６実績）１２校、１３回実施（実施回数：県１位） 

伴谷小２・４年生、伴谷東小２年生、柏木小２年生、綾野小２年生、大野小１・２年生、 

甲南第一小２年生、甲南第三小４年生、甲南中部小２年生、希望ケ丘小３年生、 

信楽小２年生、雲井小２年生、多羅尾小全学年 

      ※学習効果を最大限にするため、本市独自に「運賃補助制度」を創設し、校外学習での 

利用を促進しました。（市内小中学校を中心に１２校が制度を活用） 
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・日本モビリティマネジメント会議への参加(8/24,25) 

  自動車から公共交通への利用を促すためのモビリティマネジメント施策について、有識   

者や自治体職員、コンサル等が事例や研究を発表され、効率的に多くの事例を調査・研究で

きました。 

日 時：８月２４日・２５日（２日間：２４日１０時～２５日１７時） 

場 所：福井市 フェニックスプラザ 

内 容：有識者や先進事例の講習…４件、成功事例の報告…６件、ブース形式での事例発表…９４件   

合計１０４件の事例発表 

 

・グリーンスローモビリティの導入実証実験の実施 

「甲賀市役所～本水口周辺」の区間を運行（2/27～3/1） 

「土山ひなまつり」の開催にあわせ、会場周辺の旧東海 

道沿いを運行（3/2） 

 延べ４日間で約１００名が利用 

 

  
 

 

基本方針４  「オール甲賀で未来につなぐ」持続可能な仕組みづくり 

・・・不足する運転手の確保、新たな収益モデルの構築を目指すとともに、地域と連携し 

て持続可能な仕組みを構築するための事業を実施します。 

 

⑫ 関係する団体や機関との連携推進 

・各種同盟会との連携 

滋賀県草津線複線化期成同盟会・関西本線木津亀山間活性化協議会 

びわこ京阪奈線建設期成同盟会・信楽高原鐵道利用促進協議会 

近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会 

 ・近隣自治体との広域連携 

    いこか連携（伊賀・甲賀・亀山） ・ 甲賀市、湖南市広域連携 
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　地域が実施する自主運行事業等への支援について

２ 公共交通利用促進協働事業
　
　市、市民とともに地域の特性に応じた利用促進を実施した経費に対し補助する。
　　（補助対象となるもの）
　　・移動に関して、ニーズ把握のためなどに実施するアンケート、調査費用
　　・先進事例の視察や講演会における講師謝礼に関する経費
　　・その他、計画に基づき実施する利用促進に資すると判断できるもの
　　　【事業実施の例】
　　　・お年寄り向けのコミタクの乗り方教室開催経費
　　　・バスや鉄道を利用した親子向けの乗車体験やスタンプラリーなどの開催に要する費用
　　　・区や地域の特性にあわせた地域版時刻表の作成、利用促進啓発チラシの作成経費
　　　・移動に関しての困りごとなどのアンケートを実施する経費

１ ボランティア自主運行事業
　
　自家用車や社協等から借り入れした車両を利用し、ボランティアの運転手が通院や買い物などの移動を支援する運行事業に補助する。
　（補助対象となるもの）
　　・車両の借り上げ経費、ガソリン代、保険料等（運行事業に関するもの）
　　・先進事例の視察や講演会における講師謝礼に関する経費
　　・利用者の調整等を行う職員の人件費
　　　※法律で、運転の対価となる謝礼、給料は補助できません。（支払いができない）

■ 補助事業の詳細

 

⑬ 新たな収益モデルの構築 

・地域間幹線系統国庫補助の申請・・・土山本線 

 

⑭ 地域で守り育てる体制の構築 

・駅前活性化実証事業補助 

うしかい田んぼアート実行委員会（田んぼアートの開催経費）  

  

甲賀駅を育てる会（駅の活性化、利用促進に資する事業） 

   

 ・持続可能な地域移動支援事業補助金 

（実績） 

ボランティア運行支援：区・自治会２件（大原上田、拝坂） 

利用促進事業：１件（貴生川まちづくり協議会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ 地域公共交通の担い手確保 

運転手不足の改善のため、県や国、事業者との意見交換を定期的に開催 
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● 協議会開催状況 

令和６年度の協議会開催実績は以下のとおりです。 

開催日 事 項 内 容 

 

令和６年５月１７日 

第１回甲賀市地域公共交通活性

化協議会 総会 

令和５年度事業報告及び決算について 
令和６年度事業計画及び予算（案）について 
地域間幹線系統国庫補助金の計画認定申請 
について 

書面開催 

（令和６年６月２１日

付送付） 

第２回甲賀市地域公共交通活性

化協議会 総会 
甲賀市地域公共交通計画の変更について 

令和７年度地域間幹線系統確保維持費国庫

補助金の申請について 

書面開催 

（令和６年８月６日付

送付） 

第１回甲賀市地域公共交通活性

化協議会 自動車部会 
コミュニティバスの運行経路変更・停留所新

設について 

 

令和６年１２月１６日 

第３回甲賀市地域公共交通活性

化協議会 総会 
コミバス・コミタクのダイヤ改正方針につい

て 
土山地域における自家用有償旅客運送の導

入および実証運行について 
 

令和７年２月５日 

第２回甲賀市地域公共交通活性

化協議会 自動車部会 
コミバス・コミタク令和７年４月１日ダイヤ

改正について 
自家用有償旅客運送（甲賀流公共ライドシェ

ア）の実証運行について 

 

● 令和６年度 甲賀市コミバス・コミタクの利用実績について 

  別紙９ に「甲賀市コミュニティバス路線別利用実績」を掲載しております。 

  令和６年４月に運転手不足により大幅な減便を行いましたが、全体の利用者数は、560,534

人で、令和５年度と比較して5,787人増加（前年度比101％）しております。 

 

・コミバス 524,891 人・・・6,700 人増加（前年度比 101.3％） 

 ・コミタク、デマンド  35,643 人・・・ 913 人減少（前年度比 97.5％） 

 

● JR 草津線、近江鉄道、信楽高原鐵道、コミバスの利用実績の推移について（〜R5） 

  別紙１０ に各公共交通機関の利用実績の推移を掲載しております。 
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6
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山
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0

6
6

2
7
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5

1
9

7
8

3
0

2
7

3
5

3
0
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3
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8

4
2
8

5
9
0

-
1
62

大
澤

・
土

山
北
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線
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7
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5
3
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72
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3
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,
9
85

3
,
7
18
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6
7
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土

山
線

3
6

3
6

4
8

3
3

0
3
1

3
0

7
0

5
7

4
6

3
2

3
0

4
4
9

1
,
0
09

-
5
60

お
お

の
デ

マ
ン

ド
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

コ
ミ

タ
ク

土
山

エ
リ
ア

3
2

6
3

4
2

3
0

0
0

0
0

2
3

2
3
6

-
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13

合
 
 
 
 
 
 
 計

1
5
,
6
50

1
7
,
5
19

1
7
,
0
35

1
5
,
6
44

1
1
,
3
26

1
6
,
4
68

1
8
,
1
38

1
7
,
1
13

1
6
,
3
37

1
5
,
3
94

1
4
,
6
55

1
5
,
3
91

1
9
0
,
6
70

1
7
9
,
6
86

1
0
,
9
84

前
年
比

1
0
4
.
0%

1
0
7
.
0%

1
0
1
.
7%

1
0
8
.
5%

1
0
9
.
7%

1
0
3
.
9%

1
0
7
.
8%

1
0
6
.
3%

1
0
6
.
7%

1
1
1
.
6%

1
0
0
.
4%

1
0
7
.
6%

1
0
6
.
1%

甲
 
賀

 
地

 
域

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
　
計

前
年

実
績

増
減

大
 
 
 
 原

 
 
 
 線

9
0
4

1
,
3
01

1
,
2
27

8
3
0

5
9

1
,
1
40

1
,
3
86

1
,
2
57

1
,
0
14

1
,
0
99

1
,
1
27

9
6
1

1
2
,
3
05

1
1
,
2
85

1
,
0
20

油
 
 
 
 日

 
 
 
 線

4
2
1

5
1
4

5
2
3

3
7
0

0
4
9
1

6
0
9

5
3
8

4
4
1

4
7
6

5
0
3

3
3
9

5
,
2
25

6
,
7
19

-
1
,
4
94

佐
 
 
 
 山

 
 
 
 線

4
8
3

6
0
2

5
7
6

4
8
0

1
0
4

4
9
7

6
0
0

5
2
6

4
8
1

5
0
7

5
0
1

4
1
9

5
,
7
76

5
,
2
82

4
9
4

広
 
域

 
水

 
口

 
線

7
5
7

7
9
4

7
2
0

7
7
9

5
5
3

7
5
0

9
7
2

8
9
5

9
6
0

8
5
4

9
1
0

8
4
4

9
,
7
88

1
7
,
4
05

-
7
,
6
17

甲
賀

駅
-
甲

賀
病

院
直

通
便

（
廃

止
）

3
5
5

-
お

お
は

ら
デ

マ
ン

ド
9

6
5

1
2

1
2

7
1
5

1
6

1
4

1
1

1
3

2
1

1
4
1

1
4
1

さ
や

ま
デ

マ
ン

ド
0

0
0

0
0

3
0

0
0

0
0

0
3

3
あ

ぶ
ら

ひ
デ

マ
ン
ド

3
4

3
1

2
2

2
1

3
8

9
7

1
0
9

1
1
2

5
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3
6

2
2

2
5

5
9
7

5
9
7
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2
,
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3
,
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48

3
,
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73

2
,
4
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6
6

2
,
9
85

3
,
6
91

3
,
3
44

2
,
9
60

2
,
9
83

3
,
0
76

2
,
6
09

3
3
,
8
35

4
1
,
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46

-
7
,
2
11

前
年
比
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4
.
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8
5
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8%

7
4
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9%

7
6
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7
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3%
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6
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2
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8%

8
2
.
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2
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8
5
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1
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甲
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地

 
域

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
　
計

前
年

実
績

増
減

池
田
-
中

部
小

学
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9
1
1

1
,
2
18

1
,
1
24

7
4
5

0
1
,
0
59

1
,
2
37

1
,
0
51

8
7
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9
9
9

9
7
1

8
0
1

1
0
,
9
86

1
0
,
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28
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5
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3
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5
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7
4
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0
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4
2
4

4
3
7

3
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2

3
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5

4
0
2

4
,
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3
,
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16
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6
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ケ
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,
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95

2
,
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2
,
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2
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24

2
,
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68

2
,
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2
,
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48

2
,
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54

2
,
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52

1
,
9
97

2
,
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04

2
,
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43
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8
,
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5
,
8
70

2
,
3
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南
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線
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6

1
2
3

1
1

3
5

0
2
2

9
4

2
1
1

1
0
7
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0
7

寺
庄
-
甲

南
-
甲

賀
病
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直

行
便

（
廃

止
）
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,
7
86

-
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1
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5
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5
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4
,
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3
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5
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5
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5
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1
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7
4
1

7
6
2

6
7
7

5
1
4

3
7

7
4
8

7
4
7

6
9
5

6
4
7

6
4
4

6
5
0

5
5
9

7
,
4
21

た
ら

お
デ

マ
ン
ド

4
8

2
8

6
5

6
4

5
4

7
9

5
7

5
8

6
7

5
5

5
8

5
3

6
8
6

た
し

ろ
は

た
デ

マ
ン
ド

3
4

5
3

3
6

3
5

3
6

4
9

5
8

6
0

5
7

4
2

3
0

3
7

5
2
7

コ
ミ

タ
ク

神
山

江
田

エ
リ
ア

3
3
4

4
0
7

3
9
7

4
4
3

3
3
3

4
5
5

4
6
1

5
0
0

4
4
8

3
8
6

3
6
2

3
8
1

4
,
9
07

4
,
7
57

1
5
0

コ
ミ

タ
ク

宮
町

エ
リ
ア

7
6

8
0

8
7

1
1
4

9
6

5
5

8
3

8
9

8
4

5
4

6
8

8
4

9
7
0

7
,
3
30

-
6
,
3
60

合
 
 
 
 
 
 
 計

4
,
1
73

5
,
0
77

4
,
6
64

3
,
9
72

1
,
9
77

4
,
7
45

5
,
2
12

5
,
0
11

4
,
4
25

4
,
3
19

4
,
0
65

3
,
7
74

5
1
,
4
14

5
0
,
6
20

7
9
4

前
年
比

1
0
8
.
5%

9
9
.
3%

9
2
.
6%

1
0
4
.
8%

9
2
.
2%

9
8
.
0%

1
0
4
.
6%

1
0
6
.
1%

1
0
9
.
2%

1
0
8
.
5%

9
5
.
2%

9
8
.
4%

1
0
1
.
6%

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

合
　
計

前
年

実
績

増
減

全
　

路
　

線
　

合
計

4
6
,
6
72

5
1
,
8
93

5
0
,
2
78

4
6
,
5
38

3
0
,
7
62

4
8
,
0
74

5
4
,
6
33

5
0
,
9
51

4
8
,
1
58

4
5
,
1
31

4
3
,
4
77

4
3
,
9
67

5
6
0
,
5
34

5
5
4
,
7
47

5
,
7
87

前
年
比

1
0
4
.
1%

1
0
3
.
1%

9
5
.
2%

1
0
4
.
4%

9
6
.
7%

9
6
.
4%

1
0
3
.
9%

1
0
2
.
4%

1
0
2
.
7%

1
0
4
.
8%

9
7
.
0%

1
0
1
.
1%

1
0
1
.
0%

前
年

実
績

増
減

前
年
比

コ
ミ

バ
ス

コ
ミ

タ
ク

・
デ

マ
ン
ド

令
和

６
年

度
利

用
者

数
総

合
計

5
6
0
,
5
34

5
5
4
,
7
47

5
,
7
8
7

1
0
1
.
0%

1
0
1
.
3%

令
和

６
年

度
コ

ミ
タ

ク
・

デ
マ

ン
ド

利
用

者
数

3
5
,
6
43

3
6
,
5
56

-
9
13

9
7
.
5%

6
,
7
00

令
和

６
年

度
　

甲
賀

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
路

線
別

利
用

実
績

合
　
計

令
和

６
年

度
コ

ミ
バ

ス
利

用
者
数

5
2
4
,
8
91

5
1
8
,
1
91

別紙９

22



　市
内

駅
利

用
者

数
の

推
移

単
位
:人

1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間

コ
ミ
バ
ス

1,
57
6

57
5,
09
6

1,
48
7

54
2,
93
2

1,
52
0

55
4,
86
1

1,
28
1

46
7,
40
1

1,
36
5

49
8,
37
6

1,
36
4

49
7,
75
2

1,
42
0

51
8,
19
1

コ
ミ
タ
ク

20
7,
36
1

42
15
,3
37

64
23
,3
71

63
22
,8
81

79
28
,6
54

94
34
,2
41

10
0

36
,5
56

合
計

1,
59
6

58
2,
45
7

1,
53
0

55
8,
26
9

1,
58
4

57
8,
23
2

1,
34
3

49
0,
28
2

1,
44
4

52
7,
03
0

1,
45
8

53
1,
99
3

1,
52
0

55
4,
74
7

単
位
:人

1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間

水
口

松
尾

57
20
,8
00

56
20
,5
94

64
23
,4
94

44
15
,8
99

49
17
,9
63

43
15
,8
40

46
16
,7
08

水
口

37
7

13
7,
50
3

35
9

13
1,
13
9

34
8

12
6,
92
3

26
1

95
,1
64

30
2

11
0,
06
0

31
0

11
3,
26
4

30
6

11
1,
62
5

水
口

石
橋

61
22
,1
91

65
23
,7
11

60
21
,7
36

52
18
,8
03

50
18
,1
93

54
19
,8
07

58
21
,2
66

水
口

城
南

54
4

19
8,
61
9

54
4

19
8,
68
8

53
3

19
4,
57
3

39
1

14
2,
54
4

38
7

14
1,
37
7

43
5

15
8,
73
4

47
1

17
1,
82
0

貴
生

川
82
4

30
0,
74
8

83
4

30
4,
43
7

81
1

29
6,
09
9

55
7

20
3,
33
9

58
9

21
5,
03
1

66
0

24
0,
92
2

70
5

25
7,
40
8

合
計

1,
86
3

67
9,
86
1

1,
85
9

67
8,
56
9

1,
81
6

66
2,
82
5

1,
30
3

47
5,
74
9

1,
37
7

50
2,
62
4

1,
50
3

54
8,
56
7

1,
58
6

57
8,
82
7

1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間

貴
生
川

54
1

19
7,
56
3

53
1

19
3,
85
2

55
8

20
3,
60
8

40
0

14
6,
17
3

42
4

15
4,
63
0

43
2

15
7,
78
7

44
0

16
0,
50
8

紫
香
楽
宮
跡

65
23
,7
24

64
23
,2
78

67
24
,4
50

48
17
,5
53

51
18
,5
69

52
18
,9
48

53
19
,2
74

雲
井

63
23
,0
72

62
22
,6
39

65
23
,7
78

47
17
,0
71

49
18
,0
58

50
18
,4
27

51
18
,7
45

勅
旨

30
11
,0
65

30
10
,8
57

31
11
,4
03

22
8,
18
7

24
8,
66
0

24
8,
83
7

25
8,
98
9

玉
桂
寺

11
3,
95
4

11
3,
88
0

11
4,
07
5

8
2,
92
5

8
3,
09
5

9
3,
15
8

9
3,
21
2

信
楽

45
3

16
5,
21
9

44
4

16
2,
11
5

46
7

17
0,
27
4

33
5

12
2,
24
2

35
4

12
9,
31
4

36
2

13
1,
95
4

36
8

13
4,
23
0

合
計

1,
16
3

42
4,
59
7

1,
14
1

41
6,
62
0

1,
19
9

43
7,
58
8

86
1

31
4,
15
0

91
0

33
2,
32
6

92
9

33
9,
11
1

94
5

34
4,
95
8

1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間
1
日

あ
た

り
年

間

貴
生
川

4,
17
9

1,
52
5,
33
5

4,
12
1
1,
50
4,
16
5

4,
14
5
1,
51
2,
92
5

3,
09
8
1,
13
0,
77
0

3,
19
2
1,
16
5,
08
0

3,
42
6
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≪第２号議案≫　令和6年度収支決算について 資料３

科目
本年度

予算額（A）
収入額（B）

比較増減
（A-B）

金額

甲賀市負担金（Ｒ５繰越事業分） 12,453,512

甲賀市負担金（Ｒ６事業分） 4,840,353

17,293,865

利用料 シェアサイクル 6,083

利息 決算受取利息 529

市制20周年記念切符委託販売 398,727

グリーンスローモビリティ実証運行経費 395,824

801,163

合計 21,000,000 18,095,028 2,904,972

科目
本年度

予算額（A）
支出額（B）

比較増減
（A-B）

事業名 金額

飲料費等 会議茶代等 10,150

委員謝礼等 対象者７名（内源泉徴収税額2,525円） 82,500

92,650

郵送料 会議案内、会議資料等送付 2,560

事務用品 外付けHD、ラミネータ―等 82,665

振込手数料 受託業務支払、委員報酬等計30件 19,965

105,190

コミバスフリー乗車券 42,900

時刻表印刷（エリア版・ポケット版） 1,359,875

1,402,775

鉄道のまちこうかオリジナルクリアファイル購入 93,500

鉄道のまちこうかオリジナル付箋購入 192,500

鉄道のまちこうかオリジナル手提げ袋購入 209,000

495,000

草津線利用促進・利便性向上検討業務委託 8,492,000

寺庄駅トリックアート等制作業務委託 903,980

草津線利用促進イベント業務委託（忍者でGO） 458,590

利用促進物品デザイン業務委託 519,200

公共交通利用促進業務委託（さくやスタンプラリー） 984,802

印刷費 ICOCAチャージキャンペーン等告知チラシ 121,000

市民交流駅こうか待合ベンチ・パンフレットラック 590,040

ICOCAｷｬﾝﾍﾟｰﾝ景品マルチ傘カバー 291,500

シノビトレイン顔出しパネル 92,400

12,453,512

委託料 時刻表デザイン校正業務（エリア版・ポケット版） 595,100

595,100

印刷費 甲賀流公共ライドシェア周知チラシ 21,835

物品購入費 甲賀流公共ライドシェア車両マグネット購入 93,500

小型モビリティ（電動トゥクトゥク等）レンタル 552,200

グリーンスローモビリティ実証運行車両レンタル 413,456

委託料 甲賀流公共ライドシェア式典会場設営業務 212,300

1,293,291

免許お試し返納事業ノベルティ 36,300

交通環境学習下敷きシール購入 88,550

印刷費 免許お試し返納配布チケット 39,600

負担金 免許お試し返納事業負担金 14,100

178,550

賃借料 ２０周年記念イベント人力車レンタル（車夫付） 122,700

20周年記念切符作成業務委託 799,920

２０周年記念写真展運営業務委託 438,200

備品購入費 市制20周年記念切符購入 118,140

1,478,960

20,400,000 17,897,188 2,502,812 17,897,188

合計 20,600,000 18,095,028 2,504,972

収入の部

令和６年度収支決算報告（令和６年５月８日～令和７年５月２日）

項目

計（負担金）

負担金 17,293,86520,800,000 3,506,135
市負担金

諸収入 601,163801,163200,000

計（諸収入）

委託事業

支出の部

会議費

項目

計（会議費）

計（事務費）

150,000

-55,190 事務費

57,35092,650

105,19050,000

12,500,000 12,453,512 46,488

597,225
印刷費

500,000 495,000 5,000

2,000,000 1,402,775

物品購入費

委託料

物品購入費

小計

小計

事業費

1,500,000 1,478,960 21,040

3,000,000 1,293,291 1,706,709

物品購入費

小計

モビリティ
マネジメント

事業
300,000 178,550

小計

草津線利用
促進事業

121,450

賃貸料

600,000

委託料
市制２０周年
を記念した
利用促進

事業

小計

新しい
移動手段の
導入実証

小計

時刻表
デザイン

小計

計(事業費）

595,100 4,900
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《第３号議案》令和７年度事業計画（案）について 

1 
 

資料４ 

令和７年度事業計画（案） 

「甲賀市地域公共交通計画」の基本理念のもと、目標を達成するために抽出した１０の課題

をクリアするために定めた４つの基本方針に基づく１５の事業を実施します。 

≪計画の基本理念≫ 

環境未来都市へ 人と自然の豊かさを創る 甲賀の地域公共交通 

～ 次世代へ みんなで創り 使って 育て 暮らしの一部に ～ 

 

 



《第３号議案》令和７年度事業計画（案）について 

2 
 

 

※以下、青字で記載している事業は、協議会で経費支出・実施する事業ではなく、市や他団体が

主体となり実施する事業です。 

 

基本方針１ 「住み続けたいまちを支える」広域幹線網の利便性の確保と利用促進 

・・・主に、ＪＲ草津線等の利用促進を図ります。 

① まちづくりと連携した交通結節機能の整備 

貴生川駅をはじめ、主要駅の利便性と快適性を向上する取り組みを実施します。 

・貴生川駅周辺整備基本構想に基づく社会実験の実施 

・貴生川駅自由通路の改修    など  

 

② ＪＲ草津線の利用促進と利便性向上 

  県や沿線自治体で組織する「滋賀県草津線複線化促進期成同盟会」による取り組み実施や、本

市独自に JR と連携しながら、その利用促進や利便性向上、地域活性化に取り組みます。 

 ◆滋賀県草津線複線化促進期成同盟会による主な取り組み 

    ・レンタサイクルの配備（貴生川駅～油日駅の各駅） 

    ・園児・児童体験学習運賃補助事業 

    ・ＳＮＳ（Instagram・Facebook）による情報発信 

    ・車掌による沿線紹介アナウンスの実施 

    ・勉強会、意見交換会の実施 

    ・草津線沿線企業へ公共交通を利用した通勤の啓発等 

    ・こども ICOCA 普及促進事業（作成者に２,０００円分の図書カードを進呈）     など 

◆甲賀市独自の取り組み 

    ・ICOCA チャージキャンペーン 

・スタンプラリー等子どもが参加できる周遊型イベントの実施 

・草津線等を活用した観光周遊事業・・・観光まちづくり協会と連携し、各種周遊イベントを実施 

・２次交通の改善               

・甲賀駅２０周年記念事業の実施 など 

◆公共交通利用促進補助事業 

・駅前活性化実証事業・・・利用促進や駅活性化に資する経費の一部を補助 

     ・校外学習等運賃補助事業・・・各種団体、小中学校へ運賃を補助 

 

③ 近江鉄道の利用促進と安全運行の確保 

施設整備等に負担金を支出するほか、県や沿線自治体と連携して利用促進や利便性向上、地

域活性化に取り組みます。 

     ・沿線学校、企業への利用促進啓発、ガチャフェスの実施    など 

    

 

 

 

 

 



《第３号議案》令和７年度事業計画（案）について 

3 
 

 

基本方針２  「地域の暮らしを守る」地域間幹線・支線の維持と効率化 

・・・コミバス、コミタクの改善・ダイヤ改正、信楽高原鐵道の利用促進に取り組みます。 

 

④  コミバス・コミタクの再編 

運転手不足への対応、利用状況に応じた効率化および市民等からの意見を参考に、利便性の

向上、ダイヤの改善に取り組みます。 

◆ライドシェア等新しい輸送サービスの導入実証   など 

    

⑤ 信楽高原鐵道の安定経営と安全運行および利便性の確保 

第三種鉄道事業者として、安全を最優先に施設の修繕や改良、信楽高原鐵道株式会社と連携

して利用促進に取り組みます。 

 ・社会資本整備総合交付金を活用した施設整備 

 ・地域と連携した利用促進  

  ・近江鉄道と連携した利用促進  など 

     

⑥ 乗り継ぎ環境・接続性の改善 

利便性、快適性の向上を図るため、駅やバス停の待合環境の整備や JR との接続利便を改善しま

す。 

・待合ベンチの整備    など 

      

⑦ 人と環境にやさしい車両・施設等の整備 

老朽化したバス車両の更新、心のバリアフリーとして小学生向けに交通環境学習を実施 

 

 

 

基本方針３  「環境未来都市へ」利用しやすく使いたくなるサービスの展開 

・・・ICT を活用し利便性を向上します。また、過度な自動車利用からの転換を図り、人    

と環境にやさしい移動手段を選択するための取り組みを進めます。 

⑧ わかりやすい情報提供 

・甲賀市公共交通連携時刻表の作成 

・運行情報確認サービスの提供、ホームページでの時刻表掲載   など 

     

⑨ ICT 等を活用した利便性向上  

・デジタル定期券システム 

 専用の「ＲYＤＥ ＰＡＳＳ」アプリをダウンロードすることで、「定期券」や「フリー乗車券」をスマホ

等で購入でき、キャシュレス決済にも対応  

・スマートバス停の設置 

   道の駅「あいの土山」、「田村神社バス停」に設置  など 

 

 



《第３号議案》令和７年度事業計画（案）について 

4 
 

⑩周遊性を高めるための利用促進 

上記利用促進事業を参照 

 

⑪ モビリティマネジメントの実施 

市民の公共交通利用促進への意識を醸成し、「公共交通のまち」を市内外に広く PR するた

めのグッズ作成や、各種イベント会場でのPRおよび将来を担う子どもたちへの利用促進を

実施します。 

  ・県と連携した交通環境学習の実施 

公共交通に関心を持ち、短期的な利用につなげるとともに、将来的な利用に結び付けるこ   

とを目的に、小学生を対象として、環境にやさしい公共交通についての学習を実施します。 

  ・グリーンスローモビリティの導入実証実験 

  ・運転免許自主返納者への割引実証  など 

  

 

基本方針４  「オール甲賀で未来につなぐ」持続可能な仕組みづくり 

・・・不足する運転手の確保、新たな収益モデルの構築を目指すとともに、地域と連携し 

て持続可能な仕組みを構築するための事業を実施します。 

 

⑫ 関係する団体や機関との連携推進 

・各種同盟会との連携 

滋賀県草津線複線化期成同盟会・関西本線木津亀山間活性化協議会 

びわこ京阪奈線建設期成同盟会・信楽高原鐵道利用促進協議会 

近江鉄道沿線地域公共交通再生協議会 

 ・近隣自治体との広域連携 

    いこか連携（伊賀・甲賀・亀山） ・ 甲賀市、湖南市広域連携  など 

 

⑬ 新たな収益モデルの構築 

・地域間幹線系統国庫補助の申請・・・土山本線      など 

 

⑭ 地域で守り育てる体制の構築 

・駅前活性化実証事業補助 

 ・持続可能な地域移動支援事業補助金     など 

 

⑮ 地域公共交通の担い手確保 

・運転手不足の改善のため、免許取得や採用活動に関する経費を補助   など 

 

 



≪第４号議案≫　令和７年度収支予算（案）について
資料５

科目
本年度

予算額（A）
前年度

予算額（B）
比較増減
（A-B）

市負担金 甲賀市負担金 13,357,000

13,357,000

国庫支出金 地域間幹線系統補助金 7,000,000

7,000,000

広告掲載料 ８枠（@25,000円） 200,000

委託事業 市制20周年記念切符委託販売 10,000

210,000

合計 20,567,000 38,800,000 -18,233,000

科目
本年度

予算額（A）
前年度

予算額（B）
比較増減
（A-B）

会議茶代等 協議会茶代、室料等 20,000

委員謝礼等 100,000

120,000

郵送料 会議案内、会議資料送付等 10,000

消耗品費 事務用品 7,000

振込手数料 受託業務支払、委員報酬振込 30,000

47,000

情報発信事業 フリー乗車券、時刻表作成、広告掲載等 3,000,000

コミバス運行事業 コミバス運行事業補助金 7,000,000

利用促進・啓発物品購入等 800,000

利用促進事業委託（利用促進イベント等） 5,000,000

校外学習等運賃補助金 1,000,000

甲賀駅２０周年事業経費 1,000,000

新しい移動手段の導入実証事業 1,000,000

モビリティマネジメント推進事業 800,000

ＩＣＴ関連事業運営経費
（デジタル定期券・デマンドＷＥＢ予約・運行情
報可視化サービス等）

800,000

20,400,000

合計 20,567,000 38,800,000 -18,233,000

令和７年度収支予算（案）

小計

-25,243,000 

収入の部

諸収入

負担金 38,600,00013,357,000

内訳

補助金 7,000,000 0 7,000,000

小計

-10,000 

小計

200,000210,000

支出の部

-18,210,00038,610,00020,400,000事業費

会議費

7,00040,00047,000事務費

内訳

-30,000 150,000

小計

小計

小計

120,000

利用促進事業



 



【第５号議案】 地域間幹線系統国庫補助金の計画認定申請について 

 

資料６ 

地域間幹線系統国庫補助金の令和８年度申請および令和７年度前期の状況報告について 

 

１ 令和８年度計画認定申請について 

本市コミバスは経費の増大や利用人数の減少により、その経営が厳しい状況であり、本市か

ら事業者に支出する補助金額についても増加が続いております。 

そのため、新しい収入の獲得が課題となっており、昨年度に「令和７年度（令和６年１０月

～令和７年９月分）地域間幹線系統国庫補助金」の認定を目指し、計画認定申請いたしました。   

つきましては、令和８年度（令和７年１０月～令和８年９月分）についても下記のとおり申

請することで進めております。 

なお、申請内容について、現在、運行事業者や関係部局との調整を進めておりますので、申

請額等に軽微な変更が生じる可能性がありますが、事務局一任で申請をさせていただきたいと

考えております。 
 

申請概要 

① 申請する補助事業名称 

地域公共交通確保維持事業 「令和８年度地域間幹線系統確保維持費国庫補助金」 

 

② 申請する路線（系統） 

 土山本線・・・田村神社（甲賀市土山町）―貴生川駅（甲賀市水口町） 
 

同一補助対象系統として取り扱う運行系統の範囲について 

    本補助金の交付要領に、申請路線に複数の運行系統がある場合、主系統とその他の 
系統を比較し、地域の実情に応じ同一の系統とみなすと協議会が認めるときは、同一の 
補助系統として取り扱うことができますので、以下のとおり同一系統とみなし、補助申

請します。 
  ・補助要綱の基準…異なる区間の延長が主系統の全キロ程の 10％以内（18.2km×10%=1.82km） 

     → 協議会で認める場合…主系統の全キロ程の 20％以内（18.2km×20%=3.64km） 

（主系統） 

   貴生川駅 ― （主な経由地：甲賀市役所・新水口・近江土山） － 田村神社 18.2km 

（その他系統） 

１  貴生川駅 ― （主な経由地：水口東高校 【異経路区間延長：3.0km】） － 田村神社 19.1km 

２  貴生川駅 ― （区間急行【異経路区間延長：3.0km】） － 田村神社 15.8km 

３ 貴生川駅 ― （主な経由地：甲賀病院 【異経路区間延長：3.6km】） － 田村神社 20.6km 

    

③ 申請期間 

   令和８年度分・・・令和７年１０月１日～令和８年９月３０日 

 

 

 

１ 



  

 

④  申請する路線（系統）の維持に要する補助見込等 

・欠損費用見込  運送収入 － 経常費用 ＝ ２４,０００千円    

国庫補助金見込 8,000 千円 

 

⑤ 運行状況 

・計画平均輸送密度  ３．７人／１往復あたり 

・計画輸送量  ６４．３人（計画運行本数３４便/日） 

     ・運行事業者  ㈱シガ・エージェントシステム 
 

⑥ 申請書 

 別冊資料１のとおり 
 

 

２ 令和７年度前期の状況報告について 

昨年度に初めて令和７年度（令和６年１０月～令和７年９月分）地域間幹線系統国庫補助金

の計画認定申請いたしましたが、その運行状況について報告します。 

 

運行状況 

① 補助事業名称 

地域公共交通確保維持事業 「令和７年度地域間幹線系統確保維持費国庫補助金」 

 

② 申請内容 

・運行系統  

  土山本線・・・田村神社（甲賀市土山町）―貴生川駅（甲賀市水口町） 
（主系統） 

      貴生川駅 ― （主な経由地：甲賀市役所・新水口・近江土山） － 田村神社 18.2km 

（その他系統） 

１ 貴生川駅 ― （主な経由地：水口東高校 【異経路区間延長：3.0km】） － 田村神社 19.1km 

２ 貴生川駅 ― （区間急行【異経路区間延長：3.0km】） － 田村神社 15.8km 

   ※なお、R7.4.1 のダイヤ改正により路線を再編しましたので、その他系統については以下のとおりとな

ります。 

（その他系統） 

      １ 貴生川駅 ― （主な経由地：水口東高校 【異経路区間延長：3.0km】） － 田村神社 19.1km 

２ 貴生川駅 ― （区間急行【異経路区間延長：3.0km】） － 田村神社 15.8km 

３ 貴生川駅 ― （主な経由地：甲賀病院 【異経路区間延長：3.6km】） － 田村神社 20.6km 

 

・補助対象期間  令和６年１０月１日～令和７年９月３０日 

    

③  申請する路線（系統）の維持に要する補助見込等 

・欠損費用見込  運送収入 － 経常費用 ＝ ２４,０００千円    

国庫補助金見込 7,800 千円 

 

２ 



 

④ 運行状況 

   （R7.4.1～） 

・計画平均輸送密度  ３．７人／１往復あたり 

・計画輸送量  ５８．８人（計画運行本数３４便/日） 

     ・運行事業者  ㈱シガ・エージェントシステム 

 

      ※なお、R7.4.1 のダイヤ改正により路線を再編しましたので、滋賀バス㈱については運行

回数が補助要件を満たさないことから、同社分の申請を取り下げました。 

        （参考：R7.3.31 まで） 

     ・計画平均輸送密度   

（シガ・エージェントシステム運行便）１．２人／１往復あたり 

（滋賀バス運行便）２．２人／１往復あたり 

・計画輸送量  ５８．８人（計画運行本数３４便/日） 

            ・運行事業者  ㈱シガ・エージェントシステム・滋賀バス㈱ 

 

⑤  利用促進等の取り組みについて 

別冊資料２のとおり 
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別冊資料１ 

 

様式第１－１（日本産業規格Ａ列４番） 

甲地公協第    号 

令和 ７年 ６月  日  

国土交通大臣 殿 

                                       滋賀県甲賀市水口町水口６０５３番地 

甲賀市地域公共交通活性化協議会   

                                会 長   伴   孝  史 

 

地域公共交通計画認定申請書 

 

 地域公共交通計画のうち、地域公共交通確保維持事業に係る計画を別紙のとおり

定めたので、関係書類を添えて申請します。 

 

 

 

 

 

※本申請書に、記載すべき事項を全て記した地域公共交通計画を添付すること。 

 

 

 

【担当】                

甲賀市地域公共交通活性化協議会事務局 

（甲賀市建設部公共交通推進課内）  

担当：田中、中村      

TEL．0748-69-2215 FAX．0748-63-4601 

Mail.  koka10406000@city.koka.lg.jp 

４
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別 紙（地域間幹線系統） 

1 
 

 

令和 ７年 ６月   日 

 

          （名称）甲賀市地域公共交通活性化協議会  
  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 

甲賀市コミバスの輸送実績は、令和2年度にコロナ禍で減少したものの、その後は

回復傾向にある。しかし、慢性的な運転手不足に加え、２０２４年問題への対

応、また昨今の原油価格・物価高騰の影響による経費の増大により、運行事業者

を取り巻く環境はさらに厳しい状況である。しかし、その一方で高齢化や免許返

納の影響により、市民のニーズは高度化・多様化している状況である。 

特に、コミバス「土山本線」は、鉄道のない旧土山町から本市の中心である旧水

口町へ通じる唯一の幹線交通として、車を運転できない高齢者や学生等を中心

に、生活に必要不可欠な交通として事業の継続か求められている。また、この幹

線交通に通じるコミュニティバス等が支線の役割を果たしている。 

このため、地域公共交通確保維持事業により、ネットワークの軸となる「土山本

線」を確保・維持することで、他の支線等との接続を図り、住民の生活交通手段

を存続させていくことが必要である。 
 

 

 

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

 

・土山本線の利用者数をＲ７年度実績と比較して１％増加させる。 

・土山本線の収支率をＲ７年度実績と比較して１％増加させる。 

  ・土山本線の自治体補助額をＲ７年度実績と比較して減少させる。 

 

※甲賀市地域公共交通計画 Ｐ４０、４１ 参照 
 

 

 

（２）事業の効果 

 

土山本線を維持することにより、交通結節点である旧水口町の貴生川駅や市中心

部の旧水口町へ向かう地域の通学・通勤を担う重要な役割を果たしており、その

ため、鉄道がない旧土山町住民生活の必要不可欠な移動手段が確保される。また、

幹線・支線のネットワークの連携により、効率的な運行体系が実現できる。さら

には、外出促進・地域活性化にもつながる。 
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３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

 

・利用者数を便ごとに集計することによる、利用状況に応じた系統や便数、運行

ダイヤの見直し（事業者、甲賀市） 

・運行状況を可視化できるバスロケーションシステムやデジタル定期券、ＧＴＦ

Ｓへの対応など、ＩＣＴを活用した利便性向上 

・市内学校にモビリティマネジメントを行う。（滋賀県、甲賀市、事業者） 

（甲賀市地域公共交通計画 Ｐ４２～ 参照） 
 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 

 

６



別 紙（地域間幹線系統） 
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５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

 

 運行経費：57,000 千円・・・① 

運賃収入：19,000 千円・・・② 

欠損額：38,000 千円・・・③＝①－② 

うち、地域間幹線系統補助見込:8,000 千円 

甲賀市負担額：30,000 千円 

 

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

  

 ・定量的な目標に関しては、原則、運行事業者や市から提供する資料を基に測

定する。その他、必要に応じて、車両に設置した乗降センサによる人数カウ

ントやＯＤ調査を実施する。 

・定性的な目標に関しては、利用者アンケート（車内聞き取りアンケート等） 

や住民ヒアリング（住民懇談会実施等）を実施する。 

 

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

 

 ※該当なし 

 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

  

※該当なし 

 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

  

 別紙による 
 

 

10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

  

※該当なし 

  

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

 

※該当なし 
 

 

 

７ 
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12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 

※該当なし 
 

 

（２）事業の効果 

 

※該当なし 

 

 

13 車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する

費用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方

式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

※該当なし 

 

 

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

※該当なし   

 

 

 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

※該当なし 

 

 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 

※該当なし 

 

 

（２）事業の効果 

 

※該当なし 

 

 

８
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17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

※該当なし 

 

 

 

18．協議会の開催状況と主な議論 

 

  ・令和６年１２月１６日（R6 第３回） 

ダイヤ改正の概要について合意を得た。 

・令和７年 ２月 ５日（第１回自動車部会） 

前回の協議会でいただいた意見を踏まえ修正したダイヤ改正案およびそれ

に伴う地域間幹線系統確保維持事業の軽微な変更として合意を得た。 

・令和７年５月１９日（R7 第１回）  

本事業の概要および地域公共交通計画の変更内容、申請書類について説明

し、合意を得た。 

 
 

19．利用者等の意見の反映状況 

 

土山本線の主要バス停である「近江土山」において、アンケート調査や個別ヒ

アリング調査等の結果、本系統の維持存続、ＩＣＴによる利便向上について求め

る声が特に強かったため、そちらに重点を置いた計画とした。 

 また、幹線系統の利用促進のため、公共ライドシェアを導入した。 
 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所）滋賀県甲賀市水口町水口６０５３        

（所 属）甲賀市地域公共交通活性化協議会事務局  

（氏 名）中 村 正 太                           

（電 話）０７４８－６９－２２１５             

（e-mail）koka10406000@city.koka.lg.jp     
 

注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によら

なくても差し支えありません。 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

    各記載項目について、地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実

施計画を作成している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節

のとおり、等として引用したりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、

地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実施計画に定める目標、当

該目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項との整合性を図るように

して下さい。また、地域公共交通計画全体として、協議会における協議が整った上で提出

される必要があります）。 

 

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 

 

 

９
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①地域間幹線系統の利用者増・収入増・効率化等に直接的に寄与する取組 別冊資料２

取組項目 該当路線 取組年度 参画主体 取組内容 事業実績 R８年度以降の取組方針

土山地域の持続可能な
移動手段構築に向けた
検討

土山本線 H6年度～

滋賀県、甲賀
市、甲賀市公共
交通活性化協議
会

「滋賀県地域特性に応じた交通ネットワーク構築事
業」の採択を受け、運転手不足などに対応しなが
ら、幹線である土山本線の活性化・利用促進を図
るとともに地域の移動手段を維持するため、新しい
移動サービスの導入を検討

・地域住民、観光客アンケート
・公共ライドシェアの実証運行
・グリーンスローモビリティ実証運
行
・実証運行の分析

県と連携し、情報共有し
ながらフォローアップして
いく

土山地域のバス路線再
編

土山本線 H6年度～

甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会、㈱シガ・
エージェントシス
テム、滋賀バス
㈱

滋賀県と連携して実施しした実証運行結果等をふ
まえ、運転手不足のなか持続可能な交通網を維持
するため、利用が少ないバス路線を廃止し、公共ラ
イドシェアの実証運行を検討

幹線と接続する４路線を廃止し、公
共ライドシェアの実証運行を実施

実証運行結果を分析しな
がら、本格導入に向けた
検討を行う

乗り継ぎ拠点となるバス
停留所の待合環境改善

土山本線 H6年度～

甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会、㈱シガ・
エージェントシス
テム

利用者の利便性向上と利用促進を図るため、雨を
しのげる待合所の設置など、待合環境の向上を図
る

近江土山・・・運行時刻表示デジタ
ルサイネージの設置
田村神社（上り）・水口西部コミセン
（上り）・・・待合所の改修

田村神社（上り）・・・待合
所の改修、運行時刻表示
デジタルサイネージの設
置

一日フリー乗車券の販売 土山本線

甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会、㈱シガ・
エージェントシス
テム、滋賀バス
㈱

市内コミバスを１日に限り５００円で乗り放題となる
フリー乗車券を販売

土山本線全利用者数
 ・R6年度下半期　89,500人
　　　　　（前年同時期比+14％)

引き続き取組実施

デジタル定期券の販売 土山本線 H6年度～

甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会、㈱シガ・
エージェントシス
テム、滋賀バス
㈱

専用のスマホアプリにおいてクレジットカード等で定
期券を購入可能

土山本線全利用者数
 ・R6年度下半期　89,500人
　　　　　（前年同時期比+14％)

引き続き取組実施

無料乗車券制度の実施 土山本線 H26年度～

甲賀市、㈱シガ・
エージェントシス
テム、滋賀バス
㈱

７５歳以上の方、障がい者手帳を保持されている方
に対し、無料で乗車できる制度を実施

土山地域利用者数
　・R6年度下半期　19,700人
　　　　　（前年同時期比△2％)

引き続き取組実施

お試し自主返納にかかる
１日フリー券の配布

土山本線 R6年度～

滋賀県警、甲賀
市、甲賀市公共
交通活性化協議
会、㈱シガ・エー
ジェントシステ
ム、滋賀バス
㈱、信楽高原鐵
道㈱

県警が実施する「運転免許お試し自主返納」に合
わせて参加者に対し、コミバス・信楽高原鐵道の１
日フリー乗車券を配布

１５名 引き続き取組実施

地域と連携した利用促進
の実施

土山本線 R7年度～
甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会

道の駅「あいの土山」のリニューアルオープンに合
わせた利用促進を実施
・利用者に施設割引券もしくは買い物者にバス片
道無料券を配布。

ー 新規事業

②その他交通ネットワーク全体の活性化や再編・利用促進につながる取組

取組年度 参画主体 取組内容 事業実績 R８年度以降の取組方針

R5年度～
甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会

市内の公共交通ネットワークの最適化、再構築を
図るため前網形成計画の見直しに合わせて計画
策定。

計画の進捗確認 引き続き取組実施

R3年度～

甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会、㈱シガ・
エージェントシス
テム、滋賀バス
㈱

バス利用者の利便性向上、適切なダイヤ改正、利
用者にバス運行情報を見える化するため、ICTを活
用した情報発信を実施

バス運行確認システムの導入 引き続き運用を継続

取組項目

地域公共交通計画の策定

バスロケシステム等ICTシステム
の活用・導入
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8
年

度

甲
賀

市
株

式
会

社
シ

ガ
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
(1

)
土

山
本

線
8
,0

3
3
.0

(3
)

(4
)

(5
)

(6
)

(7
)

8
,0

3
3
.0

合
　

　
　

　
　

計

表
１

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
に

よ
り

運
行

を
確

保
・
維

持
す

る
運

行
系

統
の

概
要

及
び

運
行

予
定

者
（
地

域
間

幹
線

系
統

）

都
道

府
県

（
市

区
町

村
）

運
行

予
定

者
名

運
行

系
統

名
（
申

請
番

号
）

確
保

維
持

事
業

に
要

す
る

国
庫

補
助

額
（
千

円
）

特 例 措 置
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表
２

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
に

要
す

る
費

用
の

総
額

、
負

担
者

及
び

そ
の

負
担

額
（
地

域
間

幹
線

系
統

用
）

令
和

8
年

度

１
．

申
請

事
業

者
の

概
要

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

㎞
％

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

㎞
％

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

㎞
％

（
補

助
対

象
事

業
者

の
「
基

準
期

間
※

を
最

終
年

度
と

す
る

連
続

し
た

過
去

３
年

間
」
に

お
け

る
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

等
）

23
6

円
5
5

銭
円

2
0

銭
円

5
1

銭

円
銭

円
銭

円
銭

※
「
基

準
期

間
」
と

は
、

補
助

対
象

期
間

の
前

々
年

度
の

補
助

対
象

期
間

を
い

う
。

２
．

キ
ロ

当
た

り
補

助
対

象
経

常
費

用
及

び
経

常
収

益

25
7

円
4
2

銭
円

6
0

銭
円

4
2

銭
0

円
0

銭
5
8

円
2
0

銭

円
銭

円
銭

円
銭

円
銭

円
銭

３
．

旅
客

運
賃

の
上

限
変

更
認

可
状

況

年
度

／
３

年
度

／
３

年
度

／
３

27
,9

0
6

営
業

費
用

12
8
,1

0
8

千
円

営
業

外
費

用
8
,3

0
2

経
常

費
用

（
ロ

）
13

6
,4

1
0

事
業

者
名

株
式

会
社

シ
ガ

・
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
シ

ス
テ

ム

補
助

対
象

期
間

の

前
々

年
度

(基
準

期
間

※
)

の
損

益
状

況

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

18
,8

4
1

千
円

営
業

外
収

益
9
,0

6
5

経
常

収
益

（
イ

）

△
 1

0
8,

5
0
4

営
業

損
益

△
 1

09
,2

6
7

千
円

営
業

外
損

益
76

3

補
助

対
象

期
間

の
前

々
年

度
の

実
車

走
行

キ
ロ

（
ハ

）
47

9
,4

39
.3

経
常

収
支

率
20

.4
6

基
準

期
間

の
前

年
度

の
損

益
状

況

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

18
,7

1
5

千
円

経
常

損
益

12
2
,8

7
1

営
業

損
益

△
 1

04
,1

5
6

千
円

営
業

外
損

益
3
,3

1
1

経
常

損
益

△
 1

0
0,

8
4
5

営
業

外
収

益
3
,3

1
1

経
常

収
益

（
イ

’
）

22
,0

2
6

営
業

費
用

12
2
,8

7
1

千
円

営
業

外
費

用
0

経
常

費
用

（
ロ

’
）

基
準

期
間

の
前

年
度

の
実

車
走

行
キ

ロ
（
ハ

’
）

48
9
,1

22
.1

経
常

収
支

率
17

.9
3

基
準

期
間

の
前

々
年

度
の

損
益

状
況

乗
合

バ
ス

事
業

営
業

収
益

19
,2

1
1

千
円

営
業

外
収

益
23

8
経

常
収

益
（
イ

”
）

19
,4

4
9

営
業

費
用

11
6
,1

4
8

千
円

営
業

外
費

用
0

経
常

費
用

（
ロ

”
）

11
6
,1

4
8

△
 9

6
,6

9
9

営
業

損
益

△
 9

6
,9

3
7

千
円

営
業

外
損

益
23

8
経

常
損

益

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
の

差
二

－
ヘ

 =
 ケ

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
イ

÷
ハ

 =
 ト

北
近

畿
25

1
28

4

基
準

期
間

の
前

々
年

度
の

実
車

走
行

キ
ロ

（
ハ

”
）

49
0
,9

90
.2

経
常

収
支

率
16

.7
5

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

補
助

対
象

事
業

者
の

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
（
基

準
期

間
の

前
々

年
度

）
ロ

”
÷

ハ
”
＝

ａ

補
助

対
象

事
業

者
の

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
（
基

準
期

間
の

前
年

度
）

ロ
’
÷

ハ
’
＝

ｂ

補
助

対
象

事
業

者
の

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
　

（
基

準
期

間
）

ロ
÷

ハ
＝

ｃ

北
近

畿
41

1
25

7

　
　

　
　

0

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

補
助

対
象

事
業

者
の

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
（
a+

b
+c

）/
3
 =

 ニ

地
域

キ
ロ

当
た

り
標

準
経

常
費

用
ホ

キ
ロ

当
た

り
経

常
費

用
ニ

と
ホ

の
い

ず
れ

か
少

な
い

額

ヘ

基
準

期
間

の

基
準

期
間

の

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
認

可
日

認
可

を
受

け
た

補
助

対
象

期
間

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
２

（
注

）
４

．
の

適
用

割
合 フ

改
定

率
コ

基
準

期
間

の
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４
．

補
助

対
象

系
統

ご
と

に
要

す
る

費
用

、
負

担
者

と
そ

の
負

担
割

合

ﾙ
÷

ﾁ

6
,3

1
8
.0

(1
7
.4

)

(0
.0

)

(0
.0

)

(0
.0

)

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
、

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
及

び
他

路
線

と
の

競
合

部
分

以
外

の
キ

ロ
程

の
比

率
起

点
主

な
経

由 地
終

点

①
＝

カ
ッ

コ
内

②

計
画

運
行

回
数

（
　

　
）

計
画

平
均

乗
車

密
度

計
画

輸
送

量
系

統
キ

ロ
程

地
域

公
共

交
通

再
編

事
業

を
実

施
す

る
区

域
に

お
け

る
キ

ロ
程

系
統

キ
ロ

程
と

地
域

公
共

交
通

再
編

事
業

を
実

施
す

る
区

域
に

お
け

る
キ

ロ
程

と
の

比
率

運
行

系
統

計
画

運
行

日
数

ル
（
チ

ー
（
リ

＋
ヌ

＋
ル

）
）
÷

チ
＝

ヲ
チ

オ
オ

÷
チ

＝
ク

リ
①

×
②

＝
③

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程

他
路

線
と

の
競

合
部

分
に

係
る

キ
ロ

程

ヌ

他
路

線
と

の
競

合
率

0

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

運
行

系
統 名

（
平

均
）

（
平

均
）

日
回

3
.7

6
4
.3

人
往

　
1
8
.2

Ｋ
ｍ

復
　

1
8
.2

Ｋ
ｍ

北
近

畿

1
土

山
本

線
貴

生
川

駅
新

水
口

田
村

神
社

36
2

1
0
0
%

（
平

均
）

（
平

均
）

（
平

均
）

1
8
.2

km

人
日

回
0
.0

日
回

0
.0

人

合
計

系
統

人
日

回
0
.0

復
0
.0

km
0
.0

km

往
0
.0

km
往

0
.0

km

復
0
.0

km
0
.0

km
復

0
.0

km
0
.0

km
復

0
.0

km
0
.0

km

往
0
.0

km
往

0
.0

km
往

0
.0

km

復
0
.0

km
0
.0

km
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1
0

円

0
0

円

0
0

円

0
0

円 円

1
0

円
円

円
円

円
円

千
円

千
円

円
円

0
0

円
円

円
円

円
円

千
円

千
円

円
円

0
0

円
円

円
円

円
円

千
円

千
円

円
円

0
0

円
円

円
円

円
円

千
円

千
円

円
円

円
円

円
円

円
円

千
円

千
円

円
円

1
0

0
0

補
助

対
象

経
常

収
益

の
見

込
額

北
近

畿

2
0
1
,1

1
3
.4

km
5
1
,7

7
0
,6

1
1
円

0
円

.0
0
銭

(d
+
e
+
f)
/
3
 =

ノ
'

経
常

収
益

ヤ
”

実
車

走
行

キ
ロ

マ
”

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

ヤ
”
÷

マ
”

＝
d

ワ
ヘ

×
ワ

以
下

の
額

：
カ

ノ
'と

ノ
"
の

い
ず

れ
か

少
な

い
額

ノ

基
準

期
間

に
お

け
る

実
車

走
行

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
の

運
賃

改
定

に
よ

る
増

収
分

f×
コ

÷
(1

＋
コ

）
×

フ
＝

g

経
常

収
益

控
除

額
ケ

と
gの

い
ず

れ
か

少
な

い
額

h

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
２

（
注

）
４

．
の

適
用

後
の

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
ノ

'ー
h
＝

ノ
"

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

0
円

0
円

.0
0
銭

0
円

.0
0
銭

0
円

.0
0
銭

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
２

（
注

）
４

．
の

適
用

が
あ

る
場

合

申
請

番
号

特 例 措 置

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

の
キ

ロ
程

の
比

率

計
画

実
車

走
行

キ
ロ

補
助

対
象

経
常

費
用

の
見

込
額

補
助

対
象

系
統

の
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

（
チ

ー
（
リ

＋
ヌ

）
）
÷

チ
＝

ヲ
’

３
カ

年
平

均
基

準
期

間
の

前
々

年
度

基
準

期
間

の
前

年
度

基
準

期
間

2
8
,4

7
3
,8

3
6

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

ヤ
’
÷

マ
’

＝
e

経
常

収
益

ヤ

実
車

走
行

キ
ロ マ

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

ヤ
÷

マ
＝

f

ノ
×

ワ
以

上
の

額
：
ヨ

経
常

収
益

ヤ
’

実
車

走
行

キ
ロ

マ
’

0
円

.0
0
銭

0
円

.0
0
銭

0

0

0
円

0
円

.0
0
銭

0
円

.0
0
銭

0

0
円

0
円

.0
0
銭

0
円

.0
0
銭

0
円

.0
0
銭

0
円

.0
0
銭

0

合
計

2
0
1
,1

1
3
.4

km
5
1
,7

7
0
,6

1
1
円

0
.0

km
0
円

0
.0

km
2
8
,4

7
3
,8

3
6

0
円

0
.0

km
0
円

損
失

額
か

ら
国

庫
補

助
額

を
控

除
し

た
額

カ
－

ヨ
＝

タ
カ

×
9
/
2
0
＝

レ
ソ

ソ
×

ヲ
＝

ツ
ソ

×
ヲ

’
＝

ツ
’

ツ
×

み
な

し
運

行
回

数
／

①
計

画
運

行
回

数
＝

ネ
ナ

ナ
×

1
/
2
＝

ラ
ニ

×
ワ

－
ヨ

＝
ム

ソ
の

う
ち

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
、

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
及

び
他

路
線

と
の

競
合

部
分

以
外

に
係

る

ソ
の

う
ち

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

に
係

る
も

の

計
画

平
均

乗
車

密
度

が
5
人

未
満

の
路

線

補
助

対
象

経
費

計
画

額
経

常
費

用
か

ら
経

常
収

益
を

控
除

し
た

額

補
助

対
象

経
常

費
用

か
ら

経
常

収
益

を
控

除
し

た
額

補
助

対
象

経
費

の
限

度
額

タ
又

は
レ

の
う

ち
い

ず
れ

か
少

な
い

ほ
う

の
額

ム
－

ラ
＝

ウ

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

2
3
,2

9
6
,7

7
5

1
5
,2

6
3
,7

7
5

0
0

0
0

0
0

#
V

A
L
U

E
!

北
近

畿

2
3
,2

9
6
,7

7
5

2
3
,2

9
6
,7

7
4

2
3
,2

9
6
,7

7
4

2
3
,2

9
6
,7

7
4

0
1
6
,0

6
6
,7

4
0

1
6
,0

6
6

8
,0

3
3
.0

#
V

A
L
U

E
!

0

0
0

0
0

0
#
V

A
L
U

E
!

0
0

0
0

0
0

#
V

A
L
U

E
!

合
計

2
3
,2

9
6
,7

7
5

2
3
,2

9
6
,7

7
4

負
担

額
負

担
割

合

2
3
,2

9
6
,7

7
4

0
1
6
,0

6
6
,7

4
0

1
6
,0

6
6

8
,0

3
3

0

2
3
,2

9
6
,7

7
5

2
3
,2

9
6
,7

7
4

北
近

畿

0
.0

%
1
5
,2

6
3
,7

7
5
円

1
0
0
.0

%

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名

申
請

番
号

特 例 措 置

ウ
の

負
担

者
と

そ
の

負
担

割
合

都
道

府
県

市
区

町
村

そ
の

他
の

者
事

業
者

自
己

負
担

「
そ

の
他

の
者

」
の

具
体

的
概

要

負
担

額
負

担
割

合
負

担
額

負
担

割
合

負
担

額
負

担
割

合

0
.0

%
0
円

0
.0

%

0
円

合
計

0
円

1
5
,2

6
3
,7

7
5
円

0
円

１４



 1
.乗

合
バ

ス
事

業
の

収
益

、
実

車
走

行
キ

ロ
に

つ
い

て
は

、
高

速
バ

ス
及

び
 定

期
観

光
バ

ス
等

を
除

き
、

費
用

に
つ

い
て

は
、

高
速

バ
ス

及
び

定
期

観
光

バ
ス

等
並

び
に

補
助

対
象

期
間

（
補

助
金

交
付

要
綱

第
５

条
で

定
め

る
期

間
）
に

お
け

る
補

助
金

交
付

要
綱

第
２

編
第

１
章

第
３

節
に

係
る

経
常

費
用

を
除

く
こ

と
。

 2
.補

助
対

象
事

業
者

の
決

算
期

間
が

補
助

対
象

期
間

（
補

助
金

交
付

要
綱

第
５

条
で

定
め

る
期

間
）
と

相
違

し
て

い
る

事
業

者
に

あ
っ

て
は

、
補

助
対

象
期

間
の

仮
決

算
を

行
い

、
そ

の
損

益
状

況
（
千

円
未

満
の

端
数

は
切

り
捨

て
）
を

損
益

状
況

欄
に

記
載

す
る

こ
と

。

 3
.補

助
対

象
期

間
（
補

助
金

交
付

要
綱

第
５

条
で

定
め

る
期

間
）
中

の
乗

合
バ

ス
事

業
と

他
の

事
業

を
兼

業
し

て
い

る
場

合
の

関
連

収
益

及
び

費
用

の
配

分
は

、
昭

和
5
2
年

５
月

1
7
日

付
け

自
総

第
3
3
8
号

、
自

旅
第

1
5
1
号

、
自

貨
第

5
5
号

に
よ

る
こ

と
。

な
お

、
こ

れ
に

よ
り

会
計

を
整

理
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

特
別

の
理

由
が

あ
る

と
き

は
、

国
土

交
通

大
臣

に
報

告
し

、
そ

の
承

認
を

求
め

る
こ

と
。

 4
.「

補
助

対
象

期
間

の
前

々
年

度
（
基

準
期

間
）
の

損
益

状
況

」
の

欄
、

「
基

準
期

間
の

前
年

度
の

損
益

状
況

」
の

欄
、

「
基

準
期

間
の

前
々

年
度

の
損

益
状

況
」
の

欄
は

、
消

費
税

相
当

額
を

控
除

し
た

額
を

記
載

す
る

こ
と

。

 5
.「

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

名
」
の

欄
は

、
補

助
金

交
付

要
綱

別
表

６
の

名
称

を
記

載
す

る
こ

と
。

 6
.地

域
キ

ロ
当

た
り

標
準

経
常

費
用

は
、

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

を
管

轄
す

る
地

方
運

輸
局

等
が

通
知

し
た

数
値

に
よ

る
こ

と
。

(1
) 
記

載
要

領

 1
3
.「

系
統

キ
ロ

程
」
の

欄
、

「
地

域
公

共
交

通
再

編
事

業
を

実
施

す
る

区
域

に
お

け
る

キ
ロ

程
」
の

欄
、

「
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
外

乗
入

部
分

の
キ

ロ
程

」
の

欄
、

「
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

の
キ

ロ
程

」
の

欄
及

び
「
他

路
線

と
の

競
合

部
分

に
係

る
キ

ロ
程

」
の

欄
は

、
小

数
点

第
１

位
（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
算

出
し

、
往

・
復

の
キ

ロ
程

が
異

な
る

系
統

に
つ

い
て

は
、

平
均

値
も

記
載

す
る

こ
と

。
ま

た
、

平
均

値
の

合
計

の
欄

に
つ

い
て

は
、

往
・
復

の
合

計
の

平
均

値
で

は
な

く
、

各
申

請
系

統
の

往
・
復

の
平

均
値

の
合

計
を

記
載

す
る

こ
と

。

 1
4
.「

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程
」
の

欄
は

、
同

一
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
内

に
お

け
る

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程
を

記
載

す
る

こ
と

と
し

、
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
が

異
な

る
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

は
（
リ

）
に

記
載

す
る

こ
と

。

 1
5
.「

他
路

線
と

の
競

合
部

分
に

係
る

キ
ロ

程
」
と

は
、

他
の

運
行

系
統

と
の

競
合

区
間

の
合

計
が

5
0
％

以
上

の
生

活
交

通
路

線
で

あ
っ

て
、

当
該

競
合

区
間

の
輸

送
量

が
１

日
当

た
り

1
5
0
人

を
超

え
る

部
分

の
キ

ロ
程

の
こ

と
を

い
い

、
当

該
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
内

区
間

（
系

統
キ

ロ
程

（
チ

）
－

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程
（
リ

）
－

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
の

キ
ロ

程
（
ヌ

）
）
に

係
る

キ
ロ

程
を

記
載

す
る

こ
と

。

 1
6
.「

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

外
乗

入
部

分
及

び
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

以
外

の
キ

ロ
程

の
比

率
」
の

欄
、

「
ソ

の
う

ち
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
外

乗
入

部
分

及
び

同
一

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
以

外
に

係
る

も
の

」
の

欄
は

、
「
特

例
措

置
」
の

欄
に

「
１

」
又

は
「
２

」
を

記
載

し
た

系
統

の
み

記
載

す
る

こ
と

。

 1
7
.「

系
統

キ
ロ

程
と

地
域

公
共

交
通

再
編

事
業

を
実

施
す

る
区

域
に

お
け

る
キ

ロ
程

と
の

比
率

」
の

欄
、

「
他

路
線

と
の

競
合

率
」
の

欄
、

「
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
外

乗
入

部
分

、
都

道
府

県
外

乗
入

部
分

及
び

他
路

線
と

の
競

合
部

分
以

外
の

キ
ロ

程
の

比
率

」
の

欄
、

「
補

助
ブ

ロ
ッ

ク
外

乗
入

部
分

及
び

都
道

府
県

外
乗

入
部

分
以

外
の

キ
ロ

程
の

比
率

」
の

欄
に

つ
い

て
は

、
％

以
下

第
３

位
（
小

数
点

第
４

位
切

り
捨

て
）
ま

で
算

出
し

て
記

載
す

る
こ

と
。

 1
8
.「

計
画

実
車

走
行

キ
ロ

」
の

欄
、

「
補

助
対

象
系

統
の

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
」
の

「
実

車
走

行
キ

ロ
」
の

欄
は

、
小

数
点

第
１

位
（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
算

出
し

て
記

載
す

る
こ

と
。

 7
.「

認
可

を
受

け
た

補
助

対
象

期
間

」
の

欄
は

、
認

可
を

受
け

た
日

付
に

つ
い

て
、

基
準

期
間

の
「
当

年
度

」
、

「
前

年
度

」
又

は
「
前

々
年

度
」
の

い
ず

れ
に

該
当

す
る

か
を

記
載

す
る

こ
と

。

 8
.「

補
助

金
交

付
要

綱
別

表
２

（
注

）
４

．
の

適
用

割
合

」
欄

は
、

「
認

可
を

受
け

た
補

助
対

象
期

間
」
が

基
準

期
間

の
「
当

年
度

」
の

場
合

は
「
３

／
３

」
、

「
前

年
度

」
の

場
合

は
「
２

／
３

」
、

「
前

々
年

度
」
の

場
合

は
「
１

／
３

」
を

そ
れ

ぞ
れ

記
載

す
る

こ
と

。

 9
.「

改
定

率
」
欄

は
、

認
可

を
受

け
た

旅
客

運
賃

の
上

限
変

更
の

平
均

改
定

率
を

小
数

点
第

２
位

（
第

３
位

以
下

四
捨

五
入

）
に

て
記

載
す

る
こ

と
。

 1
0
.申

請
番

号
は

、
事

業
者

ご
と

、
系

統
ご

と
に

一
連

番
号

と
す

る
こ

と
。

な
お

、
１

系
統

が
２

つ
以

上
の

補
助

ブ
ロ

ッ
ク

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
そ

の
比

率
に

応
じ

低
い

方
を

カ
ッ

コ
書

き
の

番
号

と
す

る
こ

と
。

 1
1
.「

特
例

措
置

」
の

欄
は

、
地

域
公

共
交

通
再

編
実

施
計

画
の

認
定

を
受

け
、

特
例

措
置

の
適

用
を

受
け

る
こ

と
と

な
る

場
合

に
は

「
１

」
を

、
平

成
２

９
年

８
月

２
日

改
正

附
則

第
２

条
の

規
定

に
該

当
す

る
場

合
に

は
「
２

」
を

、
補

助
金

交
付

要
綱

別
表

２
　

５
．

た
だ

し
書

き
に

該
当

す
る

場
合

に
は

「
３

」
を

記
載

す
る

。

 1
2
.「

計
画

運
行

回
数

」
の

欄
に

は
、

補
助

対
象

期
間

中
の

全
暦

日
数

に
お

け
る

総
計

画
運

行
回

数
を

記
載

す
る

。
ま

た
、

カ
ッ

コ
内

に
は

１
日

当
り

計
画

運
行

回
数

又
は

平
日

１
日

当
り

計
画

運
行

回
数

の
い

ず
れ

か
を

記
載

す
る

。

(2
) 
添

付
書

類

 1
.　

補
助

対
象

期
間

（
補

助
金

交
付

要
綱

第
５

条
で

定
め

る
期

間
）
の

前
々

年
度

（
基

準
期

間
）
に

係
る

旅
客

自
動

車
運

送
事

業
等

報
告

規
則

第
２

条
第

２
項

の
「
事

業
報

告
書

」
（
補

助
金

交
付

要
綱

第
２

編
第

１
章

第
３

節
に

係
る

経
常

費
用

を
除

く
）
及

び
こ

れ
に

関
連

す
る

必
要

な
事

項
を

記
載

し
た

書
類

（
関

連
書

類
）
、

並
び

に
基

準
期

間
の

前
年

度
、

基
準

期
間

の
前

々
年

度
に

係
る

事
業

報
告

書
及

び
関

連
書

類
。

　
た

だ
し

、
過

去
に

生
活

交
通

確
保

維
持

改
善

計
画

の
認

定
申

請
又

は
補

助
金

交
付

申
請

の
添

付
書

類
と

し
て

既
に

提
出

し
て

い
る

場
合

は
、

当
該

書
類

の
添

付
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

 2
.　

補
助

対
象

期
間

（
補

助
金

交
付

要
綱

第
５

条
で

定
め

る
期

間
）
の

前
々

年
度

（
基

準
期

間
）
に

係
る

様
式

第
１

－
５

の
運

行
系

統
別

輸
送

実
績

及
び

平
均

乗
車

密
度

算
定

表
（
補

助
対

象
路

線
に

係
る

も
の

に
限

る
）
、

並
び

に
基

準
期

間
の

前
年

度
、

基
準

期
間

の
前

々
年

度
に

係
る

様
式

第
１

－
５

。
　

た
だ

し
、

過
去

に
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
の

認
定

申
請

又
は

補
助

金
交

付
申

請
の

添
付

書
類

と
し

て
既

に
提

出
し

て
い

る
場

合
は

、
当

該
書

類
の

添
付

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 3
．

地
域

公
共

交
通

再
編

実
施

計
画

の
認

定
を

受
け

、
特

例
措

置
の

適
用

を
受

け
る

こ
と

と
な

る
場

合
は

、
地

域
公

共
交

通
再

編
実

施
計

画
の

写
し

及
び

認
定

通
知

書
の

写
し

並
び

に
再

編
特

例
を

受
け

よ
う

と
す

る
系

統
の

再
編

の
概

要

 4
．

旅
客

運
賃

の
上

限
変

更
認

可
を

受
け

、
補

助
金

交
付

要
綱

別
表

２
（
注

）
４

．
の

適
用

を
受

け
る

こ
と

と
な

る
場

合
は

、
当

該
認

可
書

の
写

し

 1
9
.「

計
画

平
均

乗
車

密
度

が
５

人
未

満
の

路
線

」
の

欄
は

、
計

画
平

均
乗

車
密

度
が

５
人

未
満

の
路

線
に

つ
い

て
の

み
記

載
す

る
こ

と
。

な
お

、
み

な
し

運
行

回
数

と
は

当
該

運
行

系
統

の
計

画
輸

送
量

を
５

人
で

除
し

た
数

値
（
端

数
切

り
捨

て
）
を

い
う

。

 2
0
.「

補
助

対
象

経
費

」
の

欄
は

、
（
ネ

）
（
計

画
平

均
乗

車
密

度
が

５
人

未
満

の
路

線
）
に

記
載

が
あ

る
場

合
は

（
ネ

）
の

金
額

を
記

載
し

、
記

載
が

な
い

場
合

は
（
ツ

）
の

金
額

を
記

載
す

る
。

ま
た

、
「
特

例
措

置
」
の

欄
に

「
１

」
を

記
載

し
た

系
統

に
つ

い
て

は
、

左
記

の
場

合
の

（
ネ

）
の

金
額

又
は

（
ツ

）
の

金
額

に
、

（
ツ

’
）

の
金

額
か

ら
左

記
の

場
合

の
（
ネ

）
の

金
額

又
は

（
ツ

）
の

金
額

を
控

除
し

て
得

た
金

額
に

（
ク

）
の

比
率

を
乗

じ
て

得
た

金
額

を
加

え
た

金
額

を
記

載
す

る
。

さ
ら

に
、

「
特

例
措

置
」
の

欄
に

「
２

」
を

記
載

し
た

系
統

に
つ

い
て

は
、

（
ツ

’
）
の

金
額

を
記

載
す

る
（
千

円
未

満
の

端
数

は
切

り
捨

て
る

こ
と

）
。

 2
1
.「

補
助

対
象

系
統

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

収
益

」
の

欄
の

（
ノ

）
は

、
基

準
期

間
、

基
準

期
間

の
前

年
度

と
基

準
期

間
の

前
々

年
度

の
各

系
統

に
お

け
る

キ
ロ

当
た

り
経

常
収

益
の

実
績

を
平

均
し

て
算

出
す

る
こ

と
。

な
お

、
新

設
系

統
で

基
準

期
間

の
実

績
が

な
い

場
合

は
、

補
助

対
象

経
常

費
用

の
見

込
額

の
１

１
／

２
０

に
相

当
す

る
額

と
都

道
府

県
協

議
会

等
が

算
出

す
る

経
常

収
益

の
見

込
額

の
う

ち
、

い
ず

れ
か

高
い

額
を

記
載

す
る

こ
と

。
　

ま
た

、
基

準
期

間
の

前
々

年
度

の
実

績
が

な
い

場
合

は
、

基
準

期
間

と
基

準
期

間
の

前
年

度
の

実
績

を
平

均
し

て
算

出
す

る
こ

と
と

し
、

基
準

期
間

の
前

年
度

と
基

準
期

間
の

前
々

年
度

の
い

ず
れ

の
実

績
が

な
い

場
合

は
、

基
準

期
間

の
実

績
を

記
載

す
る

こ
と

。

 2
2
.「

計
画

額
」
の

欄
は

、
系

統
ご

と
に

百
円

単
位

（
0
.5

千
円

）
ま

で
記

載
す

る
こ

と
と

し
、

合
計

の
千

円
未

満
の

端
数

は
切

り
捨

て
る

こ
と

。

 2
3
.計

算
上

生
じ

た
単

位
未

満
の

端
数

は
切

り
捨

て
る

こ
と

。

 2
4
.補

助
対

象
期

間
の

計
画

と
比

較
し

、
翌

年
度

及
び

翌
々

年
度

の
計

画
が

同
じ

若
し

く
は

曜
日

の
違

い
に

よ
る

運
行

回
数

以
外

に
変

更
が

な
い

場
合

に
つ

い
て

は
、

そ
の

旨
を

記
載

す
る

こ
と

で
足

り
る

も
の

と
す

る
。

　
　

（
 記

載
例

 「
令

和
○

年
度

、
令

和
○

年
度

に
つ

い
て

は
、

令
和

○
年

度
事

業
か

ら
　

土
日

・
祝

日
の

日
数

に
よ

る
運

行
回

数
等

の
違

い
を

除
き

、
変

更
が

な
い

た
め

省
略

」
）
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①地域間幹線系統の利用者増・収入増・効率化等に直接的に寄与する取組 別冊資料２

取組項目 該当路線 取組年度 参画主体 取組内容 事業実績 R８年度以降の取組方針

土山地域の持続可能な
移動手段構築に向けた
検討

土山本線 H6年度～

滋賀県、甲賀
市、甲賀市公共
交通活性化協議
会

「滋賀県地域特性に応じた交通ネットワーク構築事
業」の採択を受け、運転手不足などに対応しなが
ら、幹線である土山本線の活性化・利用促進を図る
とともに地域の移動手段を維持するため、新しい移
動サービスの導入を検討

・地域住民、観光客アンケート
・公共ライドシェアの実証運行
・グリーンスローモビリティ実証運
行
・実証運行の分析

県と連携し、情報共有し
ながらフォローアップして
いく

土山地域のバス路線再
編

土山本線 H6年度～

甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会、㈱シガ・
エージェントシス
テム、滋賀バス
㈱

滋賀県と連携して実施しした実証運行結果等をふ
まえ、運転手不足のなか持続可能な交通網を維持
するため、利用が少ないバス路線を廃止し、公共ラ
イドシェアの実証運行を検討

幹線と接続する４路線を廃止し、公
共ライドシェアの実証運行を実施

実証運行結果を分析しな
がら、本格導入に向けた
検討を行う

乗り継ぎ拠点となるバス
停留所の待合環境改善

土山本線 H6年度～

甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会、㈱シガ・
エージェントシス
テム

利用者の利便性向上と利用促進を図るため、雨を
しのげる待合所の設置など、待合環境の向上を図
る

近江土山・・・運行時刻表示デジタ
ルサイネージの設置
田村神社（上り）・水口西部コミセン
（上り）・・・待合所の改修

田村神社（上り）・・・待合
所の改修、運行時刻表示
デジタルサイネージの設
置

一日フリー乗車券の販売 土山本線

甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会、㈱シガ・
エージェントシス
テム、滋賀バス
㈱

市内コミバスを１日に限り５００円で乗り放題となる
フリー乗車券を販売

土山本線全利用者数
 ・R6年度下半期　89,500人
　　　　　（前年同時期比+14％)

引き続き取組実施

デジタル定期券の販売 土山本線 H6年度～

甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会、㈱シガ・
エージェントシス
テム、滋賀バス
㈱

専用のスマホアプリにおいてクレジットカード等で定
期券を購入可能

土山本線全利用者数
 ・R6年度下半期　89,500人
　　　　　（前年同時期比+14％)

引き続き取組実施

無料乗車券制度の実施 土山本線 H26年度～

甲賀市、㈱シガ・
エージェントシス
テム、滋賀バス
㈱

７５歳以上の方、障がい者手帳を保持されている方
に対し、無料で乗車できる制度を実施

土山地域利用者数
　・R6年度下半期　19,700人
　　　　　（前年同時期比△2％)

引き続き取組実施

お試し自主返納にかかる
１日フリー券の配布

土山本線 R6年度～

滋賀県警、甲賀
市、甲賀市公共
交通活性化協議
会、㈱シガ・エー
ジェントシステ
ム、滋賀バス
㈱、信楽高原鐵
道㈱

県警が実施する「運転免許お試し自主返納」に合
わせて参加者に対し、コミバス・信楽高原鐵道の１
日フリー乗車券を配布

１５名 引き続き取組実施

地域と連携した利用促進
の実施

土山本線 R7年度～
甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会

道の駅「あいの土山」のリニューアルオープンに合
わせた利用促進を実施
・利用者に施設割引券もしくは買い物者にバス片道
無料券を配布。

ー 新規事業

②その他交通ネットワーク全体の活性化や再編・利用促進につながる取組

取組年度 参画主体 取組内容 事業実績 R８年度以降の取組方針

R5年度～
甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会

市内の公共交通ネットワークの最適化、再構築を
図るため前網形成計画の見直しに合わせて計画策
定。

計画の進捗確認 引き続き取組実施

R3年度～

甲賀市、甲賀市
公共交通活性化
協議会、㈱シガ・
エージェントシス
テム、滋賀バス
㈱

バス利用者の利便性向上、適切なダイヤ改正、利
用者にバス運行情報を見える化するため、ICTを活
用した情報発信を実施

バス運行確認システムの導入 引き続き運用を継続

１ ７

取組項目

地域公共交通計画の策定

バスロケシステム等ICTシステム
の活用・導入



 



【第６号議案】 甲賀市地域公共交通計画の修正について 

 

資料７ 

甲賀市地域公共交通計画の修正について 

１ 地域間幹線系統国庫補助金計画認定申請にかかる変更 

前号議題のとおり、「地域間幹線系統国庫補助金」の認定を目指し、計画認定申請するにあた

り、R7.4.1 のダイヤ改正により路線を再編しましたので、以下のとおり計画を修正します。 

P４８上部 

（変更前） 

 
 

１ 



 

（変更後） 

【運行概要】（Ｒ７．４．１現在） 

名称 経路 運行会社 運行日 運行 
回数 

運行時間帯 
起点 経由 終点 始発 終着 

幹線 
土山本線 貴生川駅 新水口 田村神社 SAS・SB 毎日 12.5 回 6:09 21:09 

水口東高 5.5 回 7:10 20:07 
区間急行 SAS 0.5 回 6:55 7:25 
甲賀病院 2.5 回 8:10 15:13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「交通空白」解消緊急対策事業にかかる変更 

本市地域公共交通が抱える課題を解決し、「交通空白（地域・日時）」を解消するため、今年

度「交通空白」解消緊急対策事業を活用して、土山地域で実施している公共ライドシェアの実

証運行を継続するとともに他地域への追加導入を見据えた実証運行を実施します。 

そのため、事業の活用にあたり、３ページのとおり計画を見直します。 

 

P４６上部 

事業内容に以下の内容を追記します。 

 

 〇ライドシェア等の新しい輸送手段の導入 

 新規 k 「交通空白」するため、ライドシェア等の新しい輸送手段を導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 



 

現行の P46 

 
 

３ 



 

P４７ 

赤字を追記します。 

 

 
 

４ 

・鉄道やバス、タクシーにより、移動の確保が見込めず、時間・地理的等の交通空白が生じている地域については、 

のため、公共ライドシェアを導入する。 

・貴生川駅勢圏以外の「交通空白」の解消 

・「交通空白」の解消 

・「交通空白」の解消 

・「交通空白」の解消 

・「交通空白」の解消 

ライドシェア等の輸送サービスを導入し、「交通空白」の解消を図る。 



資料８ 

公共交通を利用した体験学習等事業費補助金について 

 

趣 旨 

少子高齢化やコロナ禍により、地域公共交通を取り巻く環境は非常に厳しい状況であり、本市の生命線である

JR 草津線はコロナ禍前と比較して減便されております。 

今後も、利用者が増えなければ更なる見直しが実施されることも想定されます。 

本市では、このような状況を回避し、未来を担う子どもたちのため、そして本市が環境未来都市を目指す観点

からも、将来に持続可能な公共交通の実現を目指し、今年度様々な取り組みを実施しております。 

つきましては、利用促進策として、校外学習や部活動等で JR 草津線や市内公共交通機関を利用の際は、運賃

を補助します。 

 

概 要 

 

JR 草津線・市内公共交通機関を利用した体験学習等に対して、運賃の補助を行います 

 

【対象団体】 

  甲賀市内に所在する保育園、幼稚園、小学校、中学校等の保育・教育機関 

 

【対象事業】 

JR 草津線・市内公共交通機関を利用し行う部活動、体験学習、交流学習、その他補助対象者が行う公式

事業 

※行事の内容や区間によっては、補助できないものがあります。 

 

 【対象経費】 

対象事業における園児・児童・生徒および引率者の鉄道及び路線バスの運賃。 

 

【補助率等】 

運賃の１／２（ただし、ＪＲ草津線の全区間又は市内公共交通エリア内の運賃は全額。 

補助額の上限は１人１日 1,000 円。） 

例①:JR 貴生川－ＪＲ草津:全額補助 

例②:JR 貴生川－ＪＲ石山:５１０円のうち、JR 貴生川→JR 草津間の４２０円と差額の９０円の 

１/2 の４５円を補助。 

※予算の範囲内で補助します。 

 

【申請受付開始日】 

  令和７年５月中旬頃～ 

  （※令和７年４月１日以降の事業を対象とする） 

 

【申請の流れ・補助金支払】 

補助金は事業実施後の精算払いとなります。 

事前予約⇒事業実施⇒交付申請書（兼 実績報告書・交付請求書） 

⇒補助金受領 
１ 



 

○公共交通を利用した体験学習等事業費補助金交付要領 

令和７年〇月１日 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、公共交通を利用した体験学習等事業（以下「事業」という。）

を実施する場合に要する経費について、予算の範囲内で交付する公共交通を利用

した体験学習等事業費補助金（以下「補助金」という。）に関し、必要な事項を

定めるものとする。 

（補助対象者） 

第２条 補助金の交付の対象となる者（以下「補助対象者」という。）は、市内に

所在する保育園、幼稚園、小学校、中学校等の保育・教育機関とする。 

（補助対象事業） 

第３条 補助金の交付の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）は、公

共交通を利用した体験学習、交流学習、部活動その他補助対象者が実施する公式

事業として会長が認めるものとする。 

（補助対象経費） 

第４条 補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、補

助対象事業における園児、児童、生徒及び引率者の鉄道及び路線バスの運賃とす

る。 

（補助金の額） 

第５条 補助金の額は、補助対象経費の２分の１（JR草津線の全区間又は市内公共

交通エリア内の運賃にあっては、１０分の１０）に相当する額とする。ただし、

１人１日当たり１，０００円を限度とする。 

（事前協議） 

第６条 補助金の交付を受けようとする者は、補助対象事業の実施日の７日前まで

に、公共交通を利用した体験学習等事業費補助金事前協議書（様式第１号）を会

長に提出し、受理されなければならない。 

（交付申請等） 

第７条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、公共交

２ 



通を利用した体験学習等事業費補助金交付申請書兼実績報告書兼請求書（様式第

２号）に、次に掲げる書類を添えて、会長に提出しなければならない。 

（１） 事業計画書兼事業実績書（様式第３号） 

（２） その他会長が必要と認める書類 

２ 前項の申請書等は、補助対象事業の実施日から起算して３０日を経過した日又

は、申請年度の３月３１日のいずれか早い日までに会長に提出しなければならな

い。 

（交付決定及び額の確定） 

第８条 会長は、前条の規定による申請があった場合において、審査の上、これを

適当と認めるときは、速やかに補助金の交付決定及び額の確定（以下「交付決定

等」という。）を行い、公共交通を利用した体験学習等事業費補助金交付決定及

び額の確定通知書（様式第４号）により申請者に通知するものとする。 

（補助金の支払） 

第９条 会長は、前条に規定する交付決定等を行った場合は、交付決定等を受けた

者に対し、３０日以内に補助金を交付するものとする。 

（関係書類の保存期間） 

第１０条 補助金の交付決定等を受けた者は、補助対象事業に係る帳簿及び証拠書

類を当該補助対象事業が完了した日の属する年度の翌年度から起算して５年間保

存しなければならない。 

（その他） 

第１１条 この要領に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、会長

が別に定める。 

付 則 

この要領は、令和７年〇月１日から施行し、令和７年４月１日から適用する。 

 

３ 



様式第１号（第６条関係） 
   年  月  日 

 甲賀市地域公共交通活性化協議会長 あて 

                 申込者 施 設 名  
                     代 表 名          

F A X 番 号             

担当者氏名 
電 話 番 号             

 

公共交通を利用した体験学習等事業費補助金事前協議書 

令和  年度において、公共交通を利用した体験学習等事業について、以下のとおり実施

したいので事前に協議します。 

 事業内容等 

行事名（体験学習名）  

実施学年・部活名 第    学年（      部） 

実施日（予定） 年  月  日  （予備日   年  月  日） 

園児・児童・生徒数                人 

引率者数      人 

行程 (出発)      →  

 

→      （到着） 

 
 
                             （単位：円） 

総事業費  
【内訳】 区間 運賃補助額（円） 人数（人） 合計（円） 

園児・児童・生徒     
引率者     

 

４ 



様式第２号（第７条関係） 

 年 月 日 

甲賀市地域公共交通活性化協議会長 あて 

申請者 

住所 

代表者名 

担当者氏名 

連絡先 

 

公共交通を利用した体験学習等事業費補助金交付申請書 

兼実績報告書兼請求書 

 

 標記の補助金について、公共交通を利用した体験学習等事業費補助金交付要領第

７条の規定により、関係書類を添えて、下記の通り申請及び請求します。 

 

記 

 

１ 交付を受けようとする補助金の額 

 

公共交通を利用した体験学習等事業費補助金 円 

 

      振込先 

金融機関名・支店名  

口座番号 普通・当座   NO．（     ） 

（ふりがな） 

口座名義人 

 

 

２ 関係書類 

 （１） 事業計画書兼事業実績書（様式第３号） 

 （２） その他会長が必要と認める書類 

５  



様式第３号（第７条関係） 

 

事業計画書兼事業実績書 

 

１．実施事業の目的 

  

２．実施事業の期間 

  

３．実施事業の内容 

 

４．収支決算書 

 

収入                           （単位：円） 

本補助金  

その他補助金  

その他（自主財源）  

合計  

 

支出                           （単位：円） 

総事業費  

補助対象事業費  

【内訳】 区間 運賃補助額（円） 人数（人） 合計（円） 

園児・児童・生徒     

引率者     

 

５．補助対象事業の取組内容が分かる書類、その他会長が必要と認める書類 

６  



様式第４号（第８条関係） 

第     号 

年  月  日 

 

          様 

 

甲賀市地域公共交通活性化協議会長 印 

 

公共交通を利用した体験学習等事業費補助金交付決定及び 

額の確定通知書 

 

    年  月  日付けで申請のあった標記の補助金については、公共交通を

利用した体験学習等事業費補助金交付要領第８条の規定により、下記のとおり交付

することに決定し、その額を確定したので通知します。 

 

記 

 

 補助金の決定額 

 

公共交通を利用した体験学習等事業費補助金           円 

 

７  


